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ど
ん
な
と
こ
ろ
!?

ど
ん
な
と
こ
ろ
!?

姉
妹
・
友
好
都
市
と
は

姉
妹
・
友
好
都
市
と
は

輪輪
友好友好国内
外に

国内
外に

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

元
気
い
っ
ぱ
い

遊
び
ま
せ
ん
か
？

11面 ・・・・・・・・・・・・・・

12面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

13面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

14面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

15面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

16面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
３面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
４面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
５面 ・・・・・
６面 ・・・・・・・・・・・
７面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
８～10面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

社会を明るくする運動強調月間

水道局からのお知らせ

教育委員会情報

施設あんない

伝言板

カメラアイ

税のお知らせ
臨時給付金

クリーンセンター通信
国民健康保険料の給付の所得判定基準が変更

地域コミュニティ拠点施設だより②
七夕ライトダウン

健康にゅーす

高 知 県 　東 洋 町

滋 賀 県 　高 島 市

８月６（水）～８日（金）（２泊３日）

高知県東洋町自然休養村管理センター・白浜海岸周辺

市内在住の小学５・６年生

20人（申込多数の場合は抽せん）

１万円（宿泊・食事代など）

7月１（火）～11日（金）

７月18日（金）午後２時

教育文化会館（中央公民館）
４階第３会議室

地域振興課（☎6992ｰ1516）

と　き

ところ

対　象

募集人数

費　用

申込期間

抽せん・説明会

説明会場

申込・問合先

募　集

和歌山県　かつらぎ町

中山市
中国

子
ど
も
交
流
会
参
加
者

のの
！！！！

カナ
ダ

ニュ
ーウ
エストミ

ンスター市

　守口市の友好都市である「高知県
東洋町」「和歌山県かつらぎ町」
「滋賀県高島市」は、雄大な自然が
いっぱいです。
　夏休みや週末におもいっきり自然
を満喫してみませんか？

　高知県最東端の町で、徳島県と接し、
京阪神と高知を結ぶ土佐の東の玄関口
です。室戸阿南海岸国定公園の真ん中
に位置しており、海・山・川に恵まれ
た町です。
　四国屈指、遠浅の白浜海岸やサーフィ
ンで有名な生見海岸があり、マリンス
ポーツやハイキング、キャンプ、海水浴、
投げ釣り、磯釣りなどが思う存分に楽
しめます。

　高島市は、琵琶湖の西部に位置し、淀川水系の美しい
水をはぐくみ、生き物たちにさまざまな恵みを与える豊
かな森が広がってい
ます。
　市域には、琵琶湖
に注ぐ安曇川が流れ
ており、あゆ釣りや
川遊びなどを楽しめ
る自然豊かなところ
です。

　和歌山県紀ノ川沿いに位置し、世界遺
産を保有する歴史ある町です。
　一年を通じて数多くの美味しいフルー
ツが採れることから「フルーツの町」と
して全国でも有名です。四季折々のフ
ルーツの収穫・味体験が楽しめます。
　同町花園梁瀬（やなせ）には、本市と
共同運営している「花園守口ふるさと村」
があり、自然滞在・体験型の観光施設を
拠点に森林浴や散策などが満喫できま
す。
　昔ながらの民家・コテージや、団体用
の杉の子ハウスがあります。
　町内には、家族連れや、グループで楽
しむ施設も充実しています。

　ブリティッシュコロ
ンビア州、バンクー
バーの南東に位置し
ています。守口市と
ニューウエストミン
スター市は、1963年
４月10日に日本とカ
ナダの都市において
初めて姉妹都市提携
を結びました。
　昨年度は姉妹都市
提携50周年を記念し

て行政・市民使節団を派遣したほか、隔年に青少年の相互交流
も行っています。来年３月には、青少年が来訪する予定です。

　広東省、広州に隣接し、香港の対岸に位置しています。
　守口市と中山市は1988年４月18日に友好都市締結し、
行政および市民交流を行っています。隔年に青少年の相
互交流を行っています。今月下旬に、青少年が来訪する
予定です。

生見海岸生見海岸

花園守口 ふるさと村花園守口 ふるさと村

メタセコイア並木メタセコイア並木

姉妹都市提携 50 周年記念（2013 年 5月）姉妹都市提携 50 周年記念（2013 年 5月）

友好都市青少年の来訪（2012 年 7月）友好都市青少年の来訪（2012 年 7月）

広がる広がる



後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
証
が
変
更

市税の夜間・休日納付相談

納付には便利な
口座振替（自動払込）のご利用を

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

と
個
人
市
・
府
民
税
の
第
１
期

分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
納
期

が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
納
め
て
い

な
い
人
は
、
至
急
納
付
し
て
下

さ
い
。

　

ま
た
、
今
月
は
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
第
２
期
分

の
納
期
な
の
で
、
７
月
31
日
㈭

ま
で
に
近
く
の
金
融
機
関
や
次

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

ー
ソ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル

Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ

ザ
キ
な
ど

問
合
先　

納
税
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
８
５
２
〜
１
８
５
４
）

　

市
で
は
、
新
・
増
改
築
や
取

り
壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
を
対
象

に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税

評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
の
も

の
で
、
屋
内
の
調
査
も
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
調
査
に
当
た
る
職
員

は
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
提

示
を
求
め
て
下
さ
い
。

問
合
先　

課
税
課
家
屋
係
（
☎

６
９
９
２
・
１
４
７
４
）

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
、

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
１
月
２
日
以
降
に

売
買
な
ど
で
所
有
権
を
移
転
し

た
場
合
で
も
、
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
が
納
税
義
務
者
で
す

（
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
も

同
様
）
。

　

不
動
産
の
売
買
契
約
の
際

に
、
固
定
資
産
税
の
一
部
を
買

主
が
負
担
す
る
旨
の
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
固
定

資
産
税
の
課
税
と
は
直
接
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
契
約
に

関
連
し
て
、
「
固
定
資
産
税

は
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
税

金
な
の
か
」
と
い
う
質
問
を
受

け
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

買
主
が
固
定
資
産
税
を
ど
の

程
度
負
担
す
る
か
は
、
当
事
者

間
の
話
し
合
い
で
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
先　

課
税
課
土
地
・
家
屋

係
（
☎
６
９
９
２
・
１
４
７

４
）

　

現
在
使
用
中
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
（
桃
色
）

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈭

ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
水

色
）
を
７
月
末
ま
で
に
対
象
者

に
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険

者
証
は
、
市
に
返
す
か
、
破
棄

し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
７
月
末
ま
で
に
新
し

い
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場

合
や
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ

る
場
合
は
、
保
険
課
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

本
算
定

　

平
成
26
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
決
定
（
本
算

定
）
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
に
保
険
料
額
決
定
通
知

書
お
よ
び
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し

て
下
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
入
方
法
は
、

「
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
」
と
、
納
付
書
や
口
座

振
替
な
ど
で
納
め
る
「
普
通
徴

収
」
の
２
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険

者
に
な
っ
た
人
は
、
資
格
を
取

得
し
た
月
か
ら
月
割
で
保
険
料

を
納
め
ま
す
。

○
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

の
人

　

す
で
に
保
険
料
の
仮
算
定
を

行
い
、
４
月
よ
り
年
金
か
ら
の

天
引
き
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
決
定
し
た
年
間
保
険

料
か
ら
、
仮
算
定
に
よ
っ
て
徴

収
（
４
・
６
・
８
月
に
天
引

き
）
さ
れ
る
額
を
差
し
引
い
た

残
額
を
、
10
・
12
・
２
月
に
天

引
き
し
ま
す
。

※

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
人
、
ま
た
は
、
年
金
額
が
年

額
18
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人

や
、
そ
の
他
事
情
の
あ
る
人
は

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
人

　

納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど

で
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
９
期
割
り
で
納
め
ま
す
。

①
自
主
納
付　

金
融
機
関
の
窓

口
で
の
納
付

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付　

金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を

含
む
守
口
市
委
託
契
約
先
金

融
機
関
）

○
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
人
（
こ
れ
ま

で
保
険
料
負
担
の
な
か
っ
た

人
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
日
の
前
日
に
、
会
社
の

健
康
保
険
や
共
済
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
（
こ
れ

ま
で
保
険
料
の
負
担
の
な
か
っ

た
人
）
は
、
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
健
康

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
で
、
保
険
料
額
が
軽
減
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
保
険
課
へ

申
し
出
て
下
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者

が
入
院
す
る
と
、
医
療
費
の
１

割
（
月
限
度
額
４
万
４
千
400

円
）
ま
た
は
３
割
｛
月
限
度
額

８
万
100
円
＋
（
か
か
っ
た
医
療

費

－

26
万
７
千
円
）×

１
％
｝

お
よ
び
食
事
代
（
１
食
260
円
）
、

通
院
す
る
と
医
療
費
の
１
割

（
月
限
度
額
１
万
２
千
円
）
ま

た
は
３
割
（
４
万
４
千
400
円
）

が
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
人
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
か
ん
（
過
去
１
年
の
入

院
期
間
が
90
日
を
超
え
る
場
合

は
、
入
院
期
間
を
証
明
で
き
る

領
収
書
な
ど
が
必
要
）
を
持
参

の
う
え
、
入
院
・
通
院
す
る
前

に
申
請
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
４
５
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
２
年
に
１
度
見
直
し
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
の
広
域
連
合

議
会
で
審
議
さ
れ
、
平
成
26
・

27
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

被
保
険
者
に
は
、
７
月
に
平

成
26
年
度
市
民
税
課
税
状
況

（
平
成
25
年
中
の
所
得
）
に
基

づ
い
て
算
定
し
た
保
険
料
額
を

通
知
し
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
４
７
９

０
・
２
０
２
８
）
、
保
険
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
６
２
５
）

ご
存
知
で
す
か
？

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

〜
年
の
途
中
で

所
有
権
移
転
し
た

と
き
〜

保
険
料
が
決
定

入
院・通
院
時
に
減
額
申
請

〜
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人
〜

変
わ
り
ま
す

〜
平
成
26
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〜

　

現
在
、
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
と
な
る
65
歳
以
上
の

人
（
下
表
）
に
、
老
人
医
療

（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部

助
成
）
医
療
証
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
有
効
期
限
は
７
月
31

日
㈭
ま
で
で
、
８
月
１
日
㈮
か

ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
助
成
対
象
に
な
る

人
に
は
、
新
医
療
証
（
黄
色
）

を
郵
送
し
ま
す
。

　

７
月
末
ま
で
に
新
証
が
届
か

な
い
場
合
や
、
記
載
内
容
に
誤

り
が
あ
る
場
合
は
、
高
齢
介
護

課
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医
療
証

は
市
に
返
す
か
、
破
棄
し
て
下

さ
い
。

◆
助
成
範
囲

　

こ
の
制
度
は
、
健
康
保
険

証
・
高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人
）
ま
た
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
75
歳
以
上
の
人
）
と
と
も

に
、
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金

相
当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証

を
あ
わ
せ
て
医
療
機
関
の
窓
口

へ
提
示
す
る
と
、
対
象
者
に
代

わ
り
市
が
一
部
負
担
金
の
一
部

を
支
払
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
下
表
に
該
当
す
る
人

で
、
新
し
く
助
成
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
、
高
齢
介
護
課
へ

申
請
し
て
下
さ
い
。

◆
必
ず
新
証
を
提
示

  

現
在
入
院
、
ま
た
は
治
療
中

の
場
合
や
、
新
た
に
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必

ず
新
証
を
窓
口
へ
提
示
し
て
下

さ
い
。

◆
申
請
時
に
所
得
証
明
書
を

　

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
人
で
、
老
人
医
療
費

助
成
制
度
の
受
給
資
格
に
該
当

す
る
人
は
、
前
住
所
地
の
市
町

村
発
行
の
所
得
証
明
書
（
平
成

25
年
中
の
所
得
）
を
つ
け
て
申

請
し
て
下
さ
い
。

問
合
先
　
高
齢
介
護
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
６
１
０
、
１
６
１

３
）

老人医療
（一部負担金相当額等一部助成）

医療証が変更
～８月１日㈮から～

　平日、仕事などで忙しい人や、病気・失業
などで市税を納付できない人は利用して下さい。

※来庁時は、夜間休日出入口（正面玄関側）
を利用して下さい。
※納付相談などに車で来庁した人を対象に、
相談時間帯のみ臨時駐車場を夜間休日出入
口前（正面玄関側）に設置していますが、
駐車台数に限りがありますので、ご協力を
お願いします。

休　　日 ７月27日（日）
10:00～15:00

夜　　間 ７月24日（木）
19:30 まで

と こ ろ 納税課（市役所１号別館２階、
☎6992-1852～1854）

市
税
は
納
期
内
に

税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

納
め
ま
し
ょ
う

家
屋
調
査
を
実
施

　個人市・府民税（普通徴収分）、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税の納付には、口座振替
（自動払込）を利用して下さい。

問合先　納税課（☎6992-1851）

①1･2級の身体障害者手帳所持者

②重度の知的障害者

③中度の知的障害者で身体障害者手帳所持者

④ひとり親家庭医療対象者

⑤特定疾患対象者、感染症予防法（結核）・

障害者自立支援法施行令（精神）に基づ

く医療を受けている人

老人医療（一部負担金相当額等一部助成）
次のいずれかに該当する人（所得制限あり）65歳以上

平成24･25年度

保険料（年額）
＝

（限度額55万円） 51,828円

変更
平成26･27年度

被保険者
均等割額

被保険者1人当たり

所得割額
被保険者の所得
×所得割率

保険料（年額）
＝ ＋

（限度額57万円）
52,607円 10.41％

所得割額
被保険者の所得
×所得割率
10.17％

被保険者
均等割額

被保険者1人当たり ＋
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申 請 会 場 の 地 図

　

平
成
25
年
度
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
は
、
情
報
公
開
制
度
に

基
づ
く
請
求
お
よ
び
個
人
情
報

保
護
制
度
に
基
づ
く
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

制
度
施
行
後
に
お
け
る
請
求

件
数
は
、
情
報
公
開
制
度
に
基

づ
く
請
求
が
28
件
（
全
部
公
開

３
件
、
一
部
公
開
21
件
、
取
下

げ
４
件
）
、
個
人
情
報
保
護
制

度
に
基
づ
く
請
求
が
24
件
（
す

べ
て
全
部
公
開
）
で
し
た
。

問
合
先　

守
口
市
門
真
市
消
防

組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
６

９
０
６
・
１
１
２
３
）

　

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
、
開
か
れ
た
市
政
を
目
指

し
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
の

冊
子
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
先　

法
制
文
書
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
４
２
７
）

　

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

匿
名
１
件

　

市
は
、
開
か
れ
た
行
政
運

営
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

守
口
市
情
報
公
開
条
例
の
全

部
を
改
正
し
、
平
成
26
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
こ
の
条
例
を
基
に

新
た
な
情
報
公
開
制
度
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
設

置
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ

い
。

問
合
先　

法
制
文
書
課
（
☎

６
９
９
２
・
１
４
２
７
）

処
理
状
況

処
理
状
況

※申請会場（１階）

情報公開制度
区　　分 件　数

全部公開

一部公開

非 公 開

文書不存在

取下げ

計

請求件数

異議申立て

全部開示

一部開示

非 開 示

文書不存在

取下げ

計

請求件数

異議申立て

個人情報保護制度
区　　分 件　数

意

善

守
口
市

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報
保
護
制
度

平
成
25
年
度
運
用
状
況

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合

守
口
市
の
情
報
公
開
制
度

　

４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
臨
時
的
措
置
と
し
て
、

低
所
得
者
に
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
を
、
子
育
て
世
帯
に
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。
申
請
の
受
付

は
、
い
ず
れ
の
給
付
金
も
７
月

１
日
㈫
か
ら
開
始
し
ま
す
。
給

付
金
の
対
象
者
は
、
10
月
１
日

㈬
ま
で
に
必
ず
申
請
を
行
っ
て

下
さ
い
。

守
口
市
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
200
・
192

電
話
受
付
時
間　

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◆
申
請
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

給
付
金
の
申
請
書
な
ど
は
６

月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
送
付
対
象
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で

守
口
市
に
住
民
票
が
あ
っ
た
全

世
帯
。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い

人
に
も
申
請
書
な
ど
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ

い
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
】

　

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い

る
人
。
申
請
書
な
ど
が
自
宅
な

ど
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

問
合
せ
下
さ
い
。

◆
申
請
会
場
に
つ
い
て

　

申
請
会
場
に
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
下
さ
い
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
下
さ

い
○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し

て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り

込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
の
給
付
の
た
め
に
、

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
総
務
課

福
祉
・
子
育
て
給
付
金
担
当

（
☎
０
５
７
０
・
200
・
192
）

　

市
の
例
月
出
納
検
査
は
、
平
成
26
年
５
月
20
〜
27
日
ま
で
、
伊
藤
正
伸
、
山
川
勇
一
、
津
嶋
恭
太
の
各

監
査
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
平
成
26
年
４
月
末
日
現
在
に
お
け
る
各
会
計
の
収
支
総
額
は
、
左
表
の
と

お
り
で
あ
り
、
各
会
計
と
も
収
支
に
つ
い
て
は
、
正
確
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
先　

監
査
委
員
事
務
局
（
☎
６
９
９
２
・
１
７
９
５
）

会 計 別
平成25年度 平成26年度

区　　　　　分
金　　　額（円）

一 般 会 計

特 別 会 計
公共下水道
事 　 　 業

上記不足額は、平成25年度の
歳計現金をもって充当する

平成26年3月末日現在

特 別 会 計
国 民 健 康
保 険 事 業

特 別 会 計
後期高齢者
医 療 事 業

水 道 事 業
会 　 　 計

例
月
出
納
検
査

７月１日㈫申請受付開始
消費税率引き上げに伴う

臨時給付金

3,084,936,561
3,568,820,596
△ 483,884,035
600,000,000
△ 10,000,000
744,716,813
966,605,991
1,817,438,769

140,287,828
144,252,186
△ 3,964,358
10,000,000
6,035,642

11,022,973
1,057,688,673

△ 1,046,665,700

297,256,935
12,474,649
1,707,595
5,679,131
4,975,712
609,182,763
306,303,497
190,914,582

1,255,690
11,561,679

△ 10,305,989

201,552,547
205,364,807
△ 3,812,260

0
4,766,312

△ 4,766,312

58,089,400,052
58,826,155,164
△ 736,755,112
1,600,000,000

863,244,888

4,375,221,812
4,367,387,790

7,834,022

7,834,022

18,978,428,759
18,810,786,339
167,642,420
600,000,000

767,642,420

1,544,771,704
1,512,358,151
32,413,553

2,775,349,980
2,562,972,203
212,377,777

711,638,644
1,719,518,583

△ 1,007,879,939

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
一 時 借 入 金
（繰替え） 下水道事業会計へ
（繰替え） 財政調整基金より
（繰替え） 庁舎建設資金積立基金より
差 引 残 額
 
収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
（繰替え） 一般会計より
差 引 残 額

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
一 時 借 入 金
（繰替え） 愛のみのり基金より
（繰替え） 緑・花基金より
（繰替え） 減債基金より
（繰替え） 地域福祉推進基金より
（繰替え） 生涯学習援助基金より
（繰替え） 人材育成基金より
（繰替え） 学校教育施設整備基金より
差 引 残 額
 
収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

 
収 益 の 部

収 入
支 出
収 支 差 引 額

資 本 の 部
収 入
支 出
収 支 差 引 額

76

12

34

1

17

12

76

3

33

11

15

0

3

4

33

0

小
学
校
プ
ー
ル
を
無
料
開
放

問
合
先　

市
教
委
・
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
課
（
☎
６
９
９

５
・
３
１
５
９
）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
（
小
学
３

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

に
、
小
学
校
プ
ー
ル
を
無
料
で

一
般
開
放
し
ま
す
。

期
間　

８
月
５
㈫
〜
19
日
㈫

開
放
プ
ー
ル　

守
口
・
橋
波
・

大
久
保
・
佐
太
小
学
校

開
放
時
間　

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
〜
３
時
30
分　

　

な
お
、
天
候
不
順
お
よ
び
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
は
開
放
中
止
と
な

り
ま
す
。
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守口市クリーンセンター

焼却施設

埋立地

収
集
さ
れ
た
「
燃
や
す

ご
み
」
は
ど
の
よ
う
に

処
理
さ
れ
て
い
る
か

見
て
み
よ
う

排
出
さ
れ
た
「
燃
や
す
ご
み
」

は
焼
却
炉
で
燃
や
さ
れ
る
の
だ

け
れ
ど
、
一
部
は
灰
と
し
て
残

っ
て
し
ま
う
の
だ
よ

残
っ
た
灰
は
大
阪
湾
沖
の

「
大
阪
湾
埋
立
処
分
場
」

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に

運
搬
さ
れ
て
い
る
の
だ

埋
立
処
分
で
き
る
量
に
も

限
り
が
あ
る
の
で
、
ご
み

は
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

8080

相談時間内に、利用して下さい。

秘密厳守・無料

大日サービスコーナー
ところ　イオンモール大日内

　　　　　　　　（１階郵便局前入口）

相談内容 とき（祝日は除く） 問 合 先

心配ごと
相談

社会福祉協議会
☎６９９２－２７１５

進路選択
支援相談

市教委
学校教育課
☎６９９５－３１５１

※進学意欲を持ちながら、家庭事情や
経済的な理由で就学することが難しい
生徒や保護者を対象に、進路選択支援
相談員が、進路や奨学金などの相談や
必要な情報を伝える窓口を設置。

7月4・11・18日

相 談 内 容 とき（祝日は除く） 予 約 ・ そ の 他 問 合 先
心配ごと相談 毎週月曜日 ～ 当日相談コーナーへ 社会福祉協議会☎６９９２－２７１５

法律相談
（要予約）

弁護士 毎週木曜日 ～
休日の時は当日の

　　　　　　１３５６

司法書士 毎月第２～４火曜日 ～

登記相談
（要予約）

司法書士
毎月第２水曜日 ～

分
予約は電話で相談日の前日 ～

～）土地家屋調査士

税務相談
（要予約） 税理士 毎月第２金曜日 ～

分
予約は電話で相談日の前日 ～

～）
行政相談（要予約） 毎月第４火曜日 ～ 予約は前日までに

介護保険苦情相談（要予約）毎月第２水曜日 ～ 予約は前日までに
くすのき広域連合☎６９９５－１５１６
守口支所高齢介護課内☎６９９２－２１８０

女性の悩み相談（要予約） 毎月第１～４火曜日 ～ 予約は前日までに

☎６９９２－１３５３
広報広聴課

人権室
☎６９９２－１５１２人権相談

～
毎週木曜日 ～ 当日相談コーナーへ

毎月第３木曜日 ～ 菊水老人福祉センターへ
精神保健福祉相談（要予約）毎週水曜日 ～ 予約は前日までに 障害福祉課☎６９９２－１６３５

～日常生活のさまざまな問題や悩みの相談に応じています～市民相談（7月分） ところ　市役所１号別館市民相談コーナー

作　六倉　実結
むつくら　　　み  ゆい

「燃やすごみ」は

　一体どこへ？の巻

66 「燃やすごみ」の減量が地球を守る第一歩！「燃やすごみ」の減量が地球を守る第一歩！

不法投棄は犯罪です！
取扱担当課が
　　変更しました！！

私有地内の
不法投棄について

収集

残った焼却灰はどのように処理されているの？

焼却灰発生

守口市ごみ減量キャラクター「くりあ」

大阪湾埋立処分場

埋立処分場のためにもごみの減量を！

焼却

守口市クリーンセンターで焼却することで出た焼却灰は、大阪湾にある埋立処
分場へ運搬され、埋め立てています。

大阪湾沖に4つの埋立処分場があ
り、近畿2府4県（168市町村）から発
生する焼却灰を受け入れています。
跡地は、緑地広場などに利用されて
います。

ごみ排出量の約半分を占める「燃やすごみ」は、守口市クリーン
センターに運び、焼却しています。焼却することで、臭いを抑えた
り、容積を減らしたりしています。
しかし、焼却してもすべてが無くなるわけではなく、一部は「焼
却灰」として残ってしまいます。

現在の埋立処分場での焼却灰の受け入れ可能期間は平成39年までとなってお
り、その後の処分場の建設計画は未定です。
埋立処分場で埋立できる容量にも限りがあります。処分場が少しでも長く使
えるように、引き続き市民のみなさんのごみ減量へのご協力をお願いします。

「粗大ごみ処理券の販売」と「集団回収の
受付」の取扱担当課が「コミュニティ推進
課」から「環境政策課（2号別館3階）」へ
変更になりました。
間違えのないようお願いします。

私有地内における不法投棄は、土地所有者（管理者）の責任で処
理を行って下さい。日ごろより不法投棄をされないように、土地所
有者が責任をもって管理していただきますようお願いします。

不法投棄は、最高5年以下の懲役、1千万円
以下の罰金が違反者に科せられます。
市でも、守口警察署の捜査により、排出者
が特定され検挙されています。
不法投棄を「しない、させない」ためにも、
市民のみなさんのご協力をお願いします。
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【表１】

自己負担限度額
（※１ 平成26年12月まで）

ア　上位所得の人

70歳未満で他の医療証を持っていない人

70歳以上75歳未満の人（前期高齢者）

所 得 区 分
（平成26年度市民税所得金額）

所 得 区 分
（平成26年度市民税所得金額）

所 得 区 分
（平成26年度市民税所得金額）

世帯すべての国保被保
険者の合計所得金額が
600万円を超える人

150,000円＋
（医療費－500,000円）×１％

（○多83,400円）

80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％

（○多44,400円）

15,000円

24,600円
44,400円

44,400円

8,000円

12,000円

80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％

（○多44,400円）

35,400円
（○多24,600円）イ　市民税非課税の人

国保加入の世帯主およ
び世帯員全員が市民税
非課税の人

ウ　一般所得の人 ア・イ以外の人

※１　平成27年１月から変更されます。詳細は市ホームページのほか、広報もり
　　　ぐちでも追ってお知らせします。
※多数該当（○多）･･･同一世帯で受診月を含め、過去直近１年間に４回以上自己負
 担限度額を支払った場合の４回目以降の自己負担限度額

【表２】
項　　目 内　　容

平成26年８月１日～平成27年７月31日
平成26年度市民税申告所得金額

（平成25年1月1日～12月31日までの所得金額）

１．給付対象となる期間
２．給付判定の基準と
　　なる所得金額

付帯条件 一部負担割合

キ　市民税課税所得金額が145万円
　　未満の人
ク　市民税課税所得金額が145万円
　　以上であって、以下に該当し、
　　申請した人
　　○高齢者単身で合計収入額
　　　383万円未満の場合（要申請）
　　○高齢者複数で合計収入額
　　　520万円未満の場合（要申請）
ケ　キ・ク以外の人

昭和19年４月２日以降生まれ ２割
昭和19年４月１日以前生まれ １割

昭和19年４月１日以前生まれ １割

昭和19年４月２日以降生まれ ２割

３割

70歳以上の人の一部負担割合
【表３】

自己負担限度額
外来の場合
（個人ごと）

入院と外来の場合
（世帯ごと）

エ　現役並
　　所得の人

市民税課税所得
金額が 145 万円
以上の人

オ　市民税
　　非課税の人

Ⅰ　年金収入が
　　80万円以下
　　などの人
Ⅱ　Ⅰ以外の人

カ　一般所得の人 エ・オ以外の人
※課税所得金額･･･所得金額から基礎控除をはじめ、人的控除や社会保険料控除
 などの各種控除を差し引いた後の所得金額

８
月
１
日
㈮
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
給
付
の

所
得
判
定
基
準
が
変
更

国民健康
保険料に
関する

Ｑ＆Ａ

国民年金
現況届
７月中に
提出を

水
色
に
変
更

〜
国
民
健
康
保
険

　
高
齢
受
給
者
証
〜

国民年金保険料
免　除　制　度

　

医
療
機
関
な
ど
で
高
額
な
治

療
を
受
け
る
場
合
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
つ
い

て
は
、
月
額
で
限
度
額
（
自
己

負
担
限
度
額
）
が
設
け
ら
れ
て

お
り
（
表
１
）
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
て
医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
、
超
え
た
額
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
こ
の
自
己
負
担
限
度
額
に

係
る
所
得
判
定
の
基
準
が
８
月

１
日
㈮
か
ら
変
わ
り
ま
す
（
表

２
）
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
か
ら
課
税
世
帯
に
な
っ

た
場
合
な
ど
は
、
自
己
負
担
限

度
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
医
療
機
関

な
ど
に
入
院
や
通
院
を
し
、
高

額
な
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
更
新
が
必
要
で
す

の
で
、
保
険
課
窓
口
で
手
続
を

し
て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
課
に
問
合
せ

下
さ
い
。

※

表
２
の
平
成
26
年
度
市
民
税

申
告
所
得
金
額
を
表
１
の
所
得

区
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
１

か
月
に
各
世
帯
が
負
担
す
る
自

己
負
担
限
度
額
が
決
ま
り
ま

す
。

※

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
は
、
年
齢
70
歳
で
区
分
さ

れ
て
い
て
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　

７
月
18
日
㈮
ご
ろ
、
70
歳
以

上
の
人
に
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
（
水
色
）
を
郵
送
し

ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を

必
ず
窓
口
へ
提
示
し
て
下
さ
い

（
70
歳
以
上
の
人
の
一
部
負
担

割
合
に
つ
い
て
は
、
表
３
の
と

お
り
で
す
）
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
㈮
以
降
に

70
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
月

（
１
日
誕
生
日
の
人
は
そ
の
前

月
）
の
20
日
前
後
に
高
齢
受
給

者
証
を
郵
送
し
、
誕
生
月
の
翌

月
１
日
（
１
日
誕
生
日
の
人
は

そ
の
日
）
か
ら
の
適
用
と
な
り

ま
す
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
４
５
）

Ｑ
１
．
平
成
26
年
度
国
民
健
康

保
険
料
の
納
入
通
知
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
保
険
料
の
金

額
や
計
算
方
法
の
説
明
が
聞
き

た
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
？

Ａ
．
保
険
料
に
関
す
る
問
合
せ

は
、
保
険
課
に
相
談
し
て
下
さ

い
。
保
険
料
の
計
算
方
法
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
封
の
計

算
例
な
ど
で
確
認
し
て
下
さ

い
。

Ｑ
２
．
送
ら
れ
て
き
た
保
険
料

の
納
入
通
知
書
の
支
払
い
が
６

月
か
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
・
５
月
分
は
払
わ
な
く
て
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
保
険
料
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
12
か
月
分
を
、
６

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回

割
で
支
払
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
４
・
５
月
は
通
常
、
支
払

い
が
な
い
月
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
支
払
い
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３
．
会
社
で
社
会
保
険
を
取

得
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年

度
保
険
料
の
納
入
通
知
書
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の

手
続
き
が
で
き
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
か
ら
社
会
保
険
に
変
更
し
た

場
合
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
の

喪
失
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
社
会

保
険
の
保
険
証
と
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し

て
保
険
課
で
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
手
続
き
し
た
翌
月
の
半

ば
ご
ろ
に
、
社
会
保
険
に
加
入

す
る
ま
で
の
保
険
料
の
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
末
ま
で
に
国
民

健
康
保
険
喪
失
の
手
続
き
を
し

た
人
に
は
、
社
会
保
険
を
取
得

す
る
ま
で
の
保
険
料
分
の
み
を

通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
払

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
４
．
保
険
料
を
納
期
限
ま
で

に
支
払
わ
な
い
場
合
は
、
ど
う

な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
納
期
限
ま
で
に
支
払
わ
な

い
場
合
に
は
、
督
促
状
や
催
告

書
を
送
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
滞

納
を
続
け
る
と
、
有
効
期
限
の

短
い
保
険
証
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
事
情

が
な
く
滞
納
を
続
け
て
い
る

と
、
預
貯
金
や
財
産
の
差
押
え

に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
保
険
収
納
課
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

Ｑ
５
．
通
知
さ
れ
た
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
ど

う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法
を

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
保
険
収
納
課
へ
問
合
せ
下

さ
い
。
ま
た
、
一
定
事
由
に
限

り
、
書
類
を
添
付
し
、
保
険
料

の
減
額
申
請
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
課
へ
問

合
せ
下
さ
い
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
３
２
、
１
５
４
５
、

１
６
２
５
）
、
保
険
収
納
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
５
３
７
、

１
５
３
８
）

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年

金
の
ほ
か
、
万
が
一
の
と
き
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
１

万
５
千
250
円
で
す
が
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続

き
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

は
、
「
全
額
免
除
制
度
」
と
、

「
¼
納
付
制
度
」
「
半
額
納
付

制
度
」
「
¾
納
付
制
度
」
と
い

っ
た
一
部
納
付
制
度
（
３
段

階
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
（
平
成
25
年

１
月
以
降
に
離
職
し
た
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

や
同
離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添

付
し
て
下
さ
い
）
。

　

平
成
26
年
度
（
平
成
26
年
７

月
〜
平
成
27
年
６
月
）
の
免
除

申
請
に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
が
、
過
去

の
期
間
に
関
す
る
免
除
申
請

（
申
請
書
受
付
月
か
ら
２
年
１

か
月
前
ま
で
の
未
納
保
険
料
）

に
つ
い
て
は
、
随
時
申
請
で
き

ま
す
。
そ
の
際
は
、
各
申
請
年

度
の
前
年
所
得
で
審
査
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

た
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額

は
、
全
額
納
め
た
場
合
と
比
較

し
て
、
¾
を
納
付
し
た
期
間
の

場
合
は
⅞
の
支
給
、
同
様
に
半

額
を
納
付
し
た
期
間
の
場
合
は

¾
、
¼
を
納
付
し
た
期
間
の
場

合
は
⅝
、
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
½
に
相
当
す
る
額
が
年
金

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ

る
た
め
安
心
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
納
付
制
度

は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
た
場
合
、
老
齢
・
障

害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
免

除
が
無
効
と
な
る
の
で
、
必
ず

所
定
の
保
険
料
を
納
付
し
て
下

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」
30
歳
未
満
の
人
の

保
険
料
納
付
が
猶
予
（
所
得
審

査
あ
り
）
、
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
学
生
の
保
険
料
納
付
の

猶
予
（
所
得
審
査
あ
り
）
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
た
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い

よ
う
、
10
年
以
内
に
追
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
承
認
さ
れ
た
期

間
が
属
す
る
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
以
降
に
納
付
す
る
場

合
は
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ

た
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

　

20
歳
前
発
症
の
傷
病
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
（
年
金
コ
ー
ド

２
６
５
０
、
６
３
５
０
、
６
３

５
１
）
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
７
月
中
に
現
況
届
（
所
得

状
況
届
）
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
守
口
年

金
事
務
所
か
ら
受
給
者
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
の
「
し

お
り
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
総
合
窓
口
課
年
金
担

当
へ
提
出
し
て
下
さ
い
（
郵
送

可
）
。

○
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

た
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得

証
明
書
を
添
付
し
て
下
さ

い
。

○
他
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
「
年
金
額
改
定

通
知
書
」
の
写
し
と
「
国
民

年
金
障
害
基
礎
年
金
受
給
権

者
支
給
停
止
額
変
更
届
」
を

添
付
し
て
提
出
し
て
下
さ

い
。

○
診
断
書
の
提
出
を
必
要
と
す

る
受
給
者
に
は
所
定
の
「
診

断
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
医
師
に
７
月
中
の
診
断

証
明
を
受
け
、
現
況
届
と
と

も
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現

況
届
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で

（
住
民
票
コ
ー
ド
で
確
認
で
き

る
人
は
除
く
）
、
日
本
年
金
機

構
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

総
合
窓
口
課
年
金
担

当
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

４
）
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市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
に

あ
た
り
、
今
回
は
施
設
の
基
本

理
念
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施

設
は
、
市
の
将
来
像
「
育
つ
・

に
ぎ
わ
う
・
響
き
あ
う　

人
と

心
が
集
う
ま
ち
〝
歓
響
（
か
ん

き
ょ
う
）
都
市
も
り
ぐ
ち
〞
」

の
実
現
に
向
け
て

○
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
・
市
民
グ

　

ル
ー
プ
が
気
軽
に
憩
い
、
出

　

会
い
、
交
流
し
、
自
然
に
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
拠

　

点
○
市
民
同
士
、
市
民
と
行
政
、

　

市
民
と
企
業
と
の
協
働
を
進

　

め
、
身
近
な
取
り
組
み
か
ら

　

地
域
社
会
を
創
造
（
再
生
）

　

す
る
拠
点

と
な
る
施
設
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
基
本
理
念
を
左
表
の
よ
う

に
設
定
し
ま
す
。

　

基
本
計
画
と
概
要
版
は
、
各

公
民
館
や
市
役
所
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
第
１
館
目

と
し
て
東
部
エ
リ
ア
の
拠
点
施

設
を
旧
藤
田
中
学
校
跡
地
に
建

設
す
る
た
め
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
な
ど
の
作
業
を
進
め
る

予
定
で
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
）

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
守
口
市
市
民
協
働
指
針
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
市
民
協
働

へ
の
取
り
組
み
を
、
今
後
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
は
、
広
報
な
ど
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２
０
）

　

計
量
法
に
基
づ
く
特
定
計
量

器
の
定
期
検
査
を
効
果
的
・
効

率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
民
間

企
業
な
ど
が
市
に
代
わ
っ
て
定

期
検
査
な
ど
を
実
施
で
き
る

「
指
定
定
期
検
査
機
関
制
度
」

を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

導
入
に
あ
た
り
、
民
間
企
業

な
ど
を
公
募
し
ま
す
。

指
定
す
る
者　

守
口
市
長

指
定
期
間　

10
月
１
日
㈬
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
㈮

業
務
内
容　

定
期
検
査
や
指
導

な
ど

募
集
要
項
の
配
布　

７
月
７
日

㈪
か
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
受
付　

７
月
７
日
㈪
〜
８

月
７
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
に
直
接
持
参

　

応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
２
・
１
３

３
６
）

し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所　

市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
の
１
階

問
合
先　

市
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
９
１
・

８
２
３
１
）（
休
日
・
夜
間
も

同
様
、
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
24
時
間
受
付
）、
障

害
福
祉
課
（
☎
６
９
９
２
・
１

６
３
５
）

　

７
月
か
ら
市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
の
１
階
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
機
関

と
し
て
、「
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

が
知
り
た
い
」
「
障
害
で
生
活

に
不
便
が
あ
る
」
「
仕
事
が
し

た
い
」
「
虐
待
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
相
談
し
た

い
こ
と
、
お
困
り
の
こ
と
を
専

門
の
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
成
年
後
見
制
度
の
利
用

支
援
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
障
害
者
虐
待
の
通
報

先
に
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
と

連
携
し
、
虐
待
問
題
に
も
対
応

と
き　

７
月
25
日
㈮
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

四
條
畷
市
権
現
川
流

域集
合
場
所　

守
口
市
役
所

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

先
着
10
組
（
20
人
に
達

し
た
組
ま
で
）

※

当
日
は
弁
当
、
水
筒
を
持
参

申
込
・
問
合
先　

７
月
８
㈫
〜

11
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分
に
環
境
政
策
課
（
☎
６
９

９
２
・
１
５
０
８
）

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
て
い
ま

す
の
で
、
契
約
後
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
を
利
用
し
て
無
条
件
で
解

約
が
で
き
ま
す
。
解
約
は
必
ず

は
が
き
な
ど
の
書
面
で
伝
え
ま

す
。
は
が
き
の
場
合
、
両
面
の

コ
ピ
ー
を
残
し
、
特
定
記
録
郵

便
な
ど
発
信
し
た
記
録
が
残
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
解
約

す
る
と
、
契
約
前
の
状
態
に
戻

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
新

し
い
消
火
器
を
返
品
し
、
元
の

消
火
器
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ

た
お
金
も
返
し
て
も
ら
え
ま

す
。

　

「
消
火
器
の
設
置
義
務
が
あ

る
」
「
定
期
点
検
の
時
期
が
き

て
い
る
」
「
新
品
に
交
換
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
事
実
と

異
な
っ
た
説
明
を
し
て
、
新
し

い
消
火
器
を
購
入
さ
せ
よ
う
と

す
る
訪
問
販
売
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

も
し
も
に
備
え
、
消
火
器
を

自
主
的
に
設
置
す
る
こ
と
は
望

　

５
年
前
に
訪
問
販
売
で
消
火

器
を
購
入
し
た
。
昨
日
そ
の
会

社
か
ら
事
業
を
継
承
し
た
と
い

う
業
者
が
消
火
器
の
中
身
の
交

換
が
必
要
と
訪
れ
て
き
た
。
業

者
が
消
火
器
を
見
て
「
こ
れ
は

中
身
の
薬
剤
が
交
換
で
き
な

い
。
古
い
消
火
器
は
引
き
取
る

の
で
新
し
い
消
火
器
を
購
入
す

る
よ
う
に
」
と
言
う
の
で
、
３

万
円
で
消
火
器
を
購
入
し
、
古

い
消
火
器
の
引
き
取
り
料
と
し

て
５
千
円
を
支
払
っ
た
。
消
火

器
は
５
年
で
交
換
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
な
の
か
。
必
要

の
な
い
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
解
約
し

た
い
。

ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
般
家

庭
の
戸
建
て
住
宅
で
は
、
消
火

器
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
火
器
の
設
置
は
あ
く
ま

で
任
意
で
す
。
ま
た
定
期
点
検

や
交
換
時
期
な
ど
に
関
す
る
決

ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

消
火
器
に
は
使
用
期
限
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち

の
消
火
器
の
使
用
期
限
を
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の
処

分
は
、
協
同
組
合
加
入
業
者
に

依
頼
す
れ
ば
、
１
千
円
か
ら
１

千
500
円
程
度
で
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
窓
口
へ
引
き
取
り
を
依
頼
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口

は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
直
接
電
話
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

問
合
先
な
ど
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

問
合
せ
下
さ
い
。

　

防
火
対
策
と
し
て
消
火
器
の

購
入
を
す
る
場
合
は
、
住
宅
用

消
火
器
も
あ
り
ま
す
の
で
、
製

品
の
機
能
、
使
い
や
す
さ
、
価

格
な
ど
比
較
、
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

市
指
定

定
期
検
査

　
　
機
関

募
集

地域コミュニティ拠点施設の基本理念

地域コミュニティ
拠点施設だより

❷

地域における交流や

　ネットワークの形成

地域主体の

　まちづくりの推進

地域コミュニティを担う

人材などの発掘と育成

防災まちづくりの推進

地域文化の継承・発展

持続可能な

　施設整備と管理運営

誰もが気軽に立ち寄り、つながり、交流でき
る空間、利用者や団体などの相互の交流やネ
ットワークが自然に生まれるような場となる
ことを目指す。

市民参画によるさまざまなまちづくり活動の
促進などにより、市の協働のまちづくりの推
進拠点、地域主体・地域発のまちづくりが生
まれ育つ拠点を目指す。

市民主体の管理運営などにより、地域コミュ
ニティの育成・発展に資する人材や資源の発
掘と養成を目指す。

災害時の情報拠点や災害ボランティア活動拠
点などを整備することにより、地域防災リー
ダーの養成や自主防災グループ活動の充実へ
の寄与を目指す。

周辺環境との調和を図りつつ、地域の歴史・
文化の継承・発展や地域への愛着の高揚への
寄与を目指す。

資源の有効利用やエネルギーの自給率向上を
図りつつ、バリアフリー化などによる安全・
安心の施設づくりや、平等性・開放性・透明
性を重視した施設運営を目指す。

解
　
説

消
火
器
の

交
換
時
期
に

決
ま
り
は
あ
る
の
？

「
点
検
商
法
」
に

気
を
付
け
て
！

相談専用電話　☎ 6998-3600
事 務 所　☎ 6992-1337
〔相談時間　9：30 ～ 16：30〕
土・日曜、祝日の相談窓口
消費者ホットライン　☎0570-064-370
〔相談時間　10：00～16：00〕

消費生活センターだより消費生活センターだより
お
問
い
合
わ
せ
は…

助
　
言

事
　
例

　守口都市農業研究会会員が栽培した新
鮮で安心なおいしい地場産野菜を即売し
ます。ぜひ利用して下さい。
　と　き　7月3・31日（木）午前8時30分
　　　　 （なくなり次第終了）
　ところ　市役所正面玄関前
　問合先　地域振興課（☎6992‒1491）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

市障害者
基幹相談支援センターが

移転しました

「
よ
う
こ
そ
」の

　
　
　

守
口
へ

　

住
み
た
い
ま
ち

　
　
　

　

守
口
へ

「
よ
う
こ
そ
」の

　
　
　

守
口
へ

　

住
み
た
い
ま
ち

　
　
　

　

守
口
へ

参加者募集

親子で見る
自然散策と
水辺の生物観察会

親子で見る
自然散策と
水辺の生物観察会
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守 口 の 大 気

　

私
た
ち
が
、
日
ご
ろ
い
か
に

照
明
を
使
用
し
て
い
る
か
を
実

感
し
、
日
常
生
活
の
中
で
温
暖

化
防
止
や
節
電
対
策
を
実
践
し

て
も
ら
う
た
め
、
不
必
要
な
照

明
の
消
灯
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

特
に
７
月
７
日
㈪
午
後
７
〜

10
時
を
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
消
灯

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で

も
、
電
気
を
消
し
て
環
境
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
０
８
）

被
害
認
知
状
況

　

60
歳
以
上
の
被
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
前
か
ご
か
ら
や
、

歩
い
て
い
る
時
の
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ

ー
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

○
か
ば
ん
を
車
道
と
反
対
側
に

持
ち
ま
し
ょ
う
！

○
か
ば
ん
を
持
っ
て
い
る
側
の

ス
ペ
ー
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
！

　

短
時
間
で
の
駐
車
で
も
被
害

に
あ
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

貴
重
品
が
な
く
て
も
、
車
の

中
の
も
の
が
被
害
に
あ
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
車
内
に
は
何
も
な
い
状
態
、

「
車
内
を
か
ら
っ
ぽ
」
に
し
ま

し
ょ
う
！

○
警
報
装
置
や
カ
ー
ナ
ビ
・
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難
防
止

ネ
ジ
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
盗

難
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

○
防
犯
照
明
・
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
、
防
犯
設
備
の
整
っ
た
駐
車

場
に
停
め
ま
し
ょ
う
！

被
害
認
知
状
況

　

自
転
車
盗
難
の
約
半
数
が
無

施
錠
で
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。

　

未
成
年
や
20
歳
代
の
被
害
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
わ
ず
か
な
時
間
で
の
駐
輪
で

も
、
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

！○
防
犯
性
能
の
高
い
鍵
（
シ
リ

ン
ダ
ー
錠
な
ど
）
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
！

○
自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

○
ワ
イ
ヤ
ー
錠
に
よ
る
２
重
ロ

ッ
ク
な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
！

○
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
！

「
防
犯
登
録
」
に
関
す
る
問
合

先　

大
阪
府
自
転
車
商
防
犯
協

力
会
（
☎
６
６
２
９
・
０
７
５

０
、http://www.bouhankun.

com/

）

　

「
特
殊
詐
欺
」
と
は
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、

融
資
保
証
金
詐
欺
、
還
付
金
等

詐
欺
、
金
融
商
品
等
詐
欺
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
情
報
詐
欺
な
ど
を
い

い
ま
す
。

被
害
認
知
状
況

　

平
成
25
年
中
、
大
阪
府
下
で

は
特
殊
詐
欺
が
１
千
110
件
発

生
。※
市
内
で
は
９
件
発
生
。

　

特
に
還
付
金
等
詐
欺
が
急
増

し
て
い
ま
す
（
平
成
25
年
中
、

大
阪
府
下
で
560
件
発
生
）
。

※

市
内
で
は
５
件
発
生
。

　

「
還
付
金
等
詐
欺
」
と
は
、

役
所
な
ど
の
職
員
を
騙
っ
て
被

害
者
方
に
電
話
を
か
け
、
「
医

療
費
を
払
い
す
ぎ
て
い
ま
す
か

ら
返
金
し
ま
す
」
な
ど
と
言
葉

巧
み
に
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘

い
出
し
て
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
手
口
で
す
。

○
一
度
電
話
を
切
っ
て
、
正
式

な
公
的
機
関
の
窓
口
に
電
話
を

か
け
直
し
て
事
実
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
！

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
す
る
と
き

は
、
金
融
機
関
職
員
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
！
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お

金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
！

問
合
先　

危
機
管
理
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
４
９
６
）

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
自

力
避
難
が
困
難
な
人
の
避
難
支

援
や
安
否
確
認
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
災
害
時
要
援
護

者
名
簿
へ
の
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

登
録
申
請
書
は
、
健
康
福
祉

部
総
務
課
、
各
公
民
館
、
佐

太
・
菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
の
提
出
は
、
右
記
の

登
録
申
請
書
設
置
場
所
の
ほ

か
、
郵
送
や
お
住
ま
い
の
地
域

の
民
生
委
員
に
も
提
出
で
き
ま

す
。

※

登
録
し
た
個
人
情
報
は
、
適

正
に
管
理
し
、
安
否
確
認
な
ど

の
支
援
活
動
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
先　

健
康
福
祉
部

総
務
課
（
〒
570-

８
６
６
６
京

阪
本
通
２-

２-

５
、
☎
６
９

９
２
・
１
５
７
０
）

　

事
業
所
の
従
業
員
、
地
域
住

民
な
ど
へ
の
応
急
手
当
の
指
導

者
を
養
成
し
ま
す
。

と
き　

８
月
20
㈬
〜
22
日
㈮
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
３
日
間
受
講
が
必
要
）

と
こ
ろ　

守
口
市
門
真
市
消
防

組
合
消
防
本
部
（
門
真
市
殿
島

町
７-

１
）

申
込
受
付　

７
月
22
日
㈫
〜
８

月
14
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
に
守
口
消
防
署
ま
た
は
守
口

市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部

へ
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ
い

（
電
話
申
込
不
可
）
。

※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

36
人
（
申
込
順
）

費
用　

４
千
200
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
込
・
問
合
先　

守
口
消
防
署

（
☎
６
９
９
３
・
０
１
１

９
）
、
守
口
市
門
真
市
消
防
組

合
消
防
本
部
警
備
課
（
☎
６
９

０
６
・
１
３
０
５
）

　５月の大気汚染状況は二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊粒子状物質について各測
定局とも環境基準を下回っていました。
問合先　環境政策課（☎6992‒1508）

　サマージャンボ等宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使
われます。
発売期間　７月４㈮～25日㈮
抽せん日　８月５日㈫
問 合 先 （公財）大阪府市町村振興協会
　　　　　　　　　（☎06‒6941‒7441）

　サマージャンボ等宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使
われます。
発売期間　７月４㈮～25日㈮
抽せん日　８月５日㈫
問 合 先 （公財）大阪府市町村振興協会
　　　　　　　　　（☎06‒6941‒7441）

二 酸 化 硫 黄

二 酸 化 窒 素

浮遊粒子状物質

第１測定局
（児童センター）

第２測定局
（大日東公園）

第３測定局
（錦公民館）

測定局

大気汚染物質

災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を
災害時要援護者
名簿への登録を

サマージャンボ等
宝くじ
サマージャンボ等
宝くじ

大
阪
を

　

目
指
し
て
！

大
阪
を

　

目
指
し
て
！

５月の大気汚染状況（１時間値の月平均濃度)

0.006ppm

0.017ppm

0.032mg/m3

0.005ppm

0.019ppm

0.022mg/m3

0.006ppm

0.012ppm

0.026mg/m3

　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
守
口
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
平

成
26
年
度
に
提
出
さ
れ
た
市
長

の
資
産
等
補
充
報
告
書
、
所
得

等
報
告
書
お
よ
び
関
連
会
社
等

報
告
書
が
、
６
月
30
日
㈪
か
ら

法
制
文
書
課
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問
合
先　

市
長
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
３
０
８
）

　

削
減

　
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習

車上ねらい防犯キャラクター
カラッポー

部品ねらい防犯キャラクター
プレトちゃん

ひったくり防止カバー

シリンダー錠

ひ
っ
た
く
り

ひ
っ
た
く
り

自
転
車
盗

自
転
車
盗

特
殊
詐
欺

特
殊
詐
欺

車
上
・
部
品
ね
ら
い

車
上
・
部
品
ね
ら
い

夕
七

ン
ウ
ダ
ト
イ
ラ

安
全
な
ま
ち

サマージャンボミニ
６０００万も同時発売

市長の資産等
報告書の閲覧
６月30日 から月

ＣＯ２

制度の流れ

問
合
先
　
危
機
管
理
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
４
９
６
）

　

守
口
市
で
お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪

府
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
へ
全

額
寄
附
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
30
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
の
総
額
は
３
千
66
万

８
千
584
円
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
義
援
金
の
受
付

を
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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12
月
９
日
㈫
ま
で
の
、
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
と
６
〜
11
月

の
第
１
水
曜
日
の
午
後
（
受
付

時
間
：
午
後
１
時
15
分
〜
２
時

30
分
）
に
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
市
民
総
合
（
特
定
）
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
（
た
だ

し
、
祝
日
、
８
月
は
す
べ
て
除

く
）
。

　

健
診
会
場
の
混
雑
を
避
け
る

た
め
、
事
前
予
約
制
（
各
日
定

員
あ
り
）
で
行
い
ま
す
。
健
診

希
望
日
の
お
お
む
ね
１
か
月
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

事
前
予
約
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

※

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
は
地
下
駐
車
場
（
有
料
）
の

み
で
す
。
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
無
料
送
迎
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
下
さ

い
。詳

細
は
表
１
の
健
診
対
象
者

一
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。
い
ず
れ

の
健
診
も
、
市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
集
団
健
診
と
な
り
ま

す
。

　

予
約
専
用
電
話
に
希
望
す
る

受
診
日
を
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

予
約
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
祝
日
は
除
く
）

な
お
、
平
日
に
仕
事
な
ど
で

受
診
で
き
な
い
人
を
対
象
に
表

２
の
と
お
り
休
日
健
診
を
実
施

し
ま
す
。
40
歳
以
上
の
乳
が
ん

視
触
診
検
査
は
休
日
健
診
（
予

約
制
）
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
歯
科
健
診
お
よ
び
子

宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
（
超

音
波
エ
コ
ー
）
検
診
は
休
日
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

歯
科
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
・
骨
密
度
測
定
な
ど
の
健
診

の
詳
細
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
平
日
の
市
民
総
合

（
特
定
）
健
康
診
査
実
施
日

に
、
無
料
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
表
３
の
と
お
り
運
行
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
休
日

健
診
に
無
料
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
表
４
の
と
お
り
運
行
し
ま

す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、

〝
健
康
で
長
生
き
〞
し
ま
し
ょ

う
。

対
象　

市
内
在
住
の
人

と
き　

７
月
23
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

医
師
・
栄
養
士
・
保
健

師
・
運
動
指
導
士
に
よ
る
生
活

習
慣
病
予
防
の
お
話

　

健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

市
民
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
２
・
２
２

１
７
）

７月健康相談

表３　送迎マイクロバス配車表（７・９月分）※10月分以降については、順次掲載予定です。

表２　休日健診実施日（事前予約制）

表１　健診対象者一覧

表４　休日送迎マイクロバス配車表(７・９月分）　

※今年度から、15:30発に配車場所への送りの
　マイクロバスを運行します。

※発車時間は午後1時30分です。

市民保健センター　発
→　京阪守口市駅前　　　　行

市民保健センター　発
→　マイクロバス配車場所　行

14:30、15:00

15:30

第二中学校正門前
第二中学校正門前
旧母子生活支援施設前
パナソニック㈱エナジー社南西角一方通行沿
南寺方南通2丁目児童遊園前
南寺方南通2丁目児童遊園前
南寺方公園前南寺方東通2丁目
南寺方公園前南寺方東通2丁目
府営寺方錦通住宅前
府営寺方錦通住宅前
錦公民館前
錦公民館前
府営藤田住宅4号棟広場前
府営藤田住宅4号棟広場前
藤田保育所前
藤田保育所前
東部公民館前
東部公民館前

大久保郵便局前
大久保郵便局前
東公民館前
東公民館前
大久保中央公園前
大久保中央公園前
東部公民館前
東部公民館前
大久保3丁目児童遊園前
大久保1丁目児童遊園前
梶第2団地前
梶第2団地前
梶4丁目東町会集会所前
東部公民館前
東部公民館前
金田ロボット公園前
金田ロボット公園前

月 日 配　車　場　所

相談内容 相 談 日 場　　所 受付時間

月 日 配　車　場　所

実　施　日

実施日 実施日発車時間マイクロバス配車場所

受　付　時　間

13:00～14:00

9:30～10:30

9:30～10:30

1
2
3
4
7
8
10
11
14
15
17
18
22
24
25
28
29
31

1
2
3
4
5
8
9
11
12
16
18
19
22
25
26
29
30

７ ９

常時開設
（土・日曜、祝日を除く）
専用電話
☎6993-2098

2 ･ 9日（水）

16日（水）

23日（水）

13 ･ 27日（日）

2日（水）

市民一般
健康相談

歯科健康相談

おくすりに
関する
健康相談

保健師による
総合相談

市民保健センター

東部公民館

佐太老人福祉センター

歯科休日応急診療所
（市民保健センター1階）

市民保健センター

問合先　市民保健センター

※今年度からマイクロバスを運行します。

［バスを利用する場合は、配車表を確認のうえ健診日を予約して下さい］

［バスを利用する場合は、配車表を確認のうえ健診日を予約して下さい］迎え

迎え

送り

送り

守口市役所南側　発

大日サービスコーナー前　発

東部公民館前　発

14:00、14:30

11:00、11:30

11:00、11:30

13:00

10:00

10:00

7月 5日(土)

7月27日(日)

9月21日(日)

7月 5日(土)

7月27日(日)

9月21日(日)

7月 5日(土)

7月27日(日)

9月21日(日)

15:00(守口市役所南側　行)

12:00(大日サービスコーナー前　行)

12:00(東部公民館前　行)

市民保健センター　発
→京阪守口市駅前　行

市民保健センター　発
→マイクロバス配車場所　行

14:00～15:00

10:00～11:30

14:00～15:00

9:00～17:00

市
民
総
合（
特
定
）健
康
診
査

事
前
予
約
制

実
施
中

予
約
専
用
電
話

☎
６
９
９
２
・
２
３
４
７

※年齢は、平成26年4月1日から平成27年3月31日に達する年齢です。

40～74歳の守口市国民健康保険
に平成26年4月1日現在加入して
いる人
※75歳の誕生日以降は、下段の
後期高齢者医療制度による健診
になります。

40～74歳の被用者保険に平成26
年4月1日現在加入している被扶
養者の人。ただし、国保組合は
被保険者
※75歳の誕生日以降は、下段の
後期高齢者医療制度による健診
になります。

後期高齢者医療制度に加入して
いる人
※75歳の誕生日以降の人

15歳以上39歳以下の人
ただし、学校や職場などで健康
診断を受ける機会がある人は除
く。

15歳以上の生活保護受給者

守口市
国民健康保険

全国健康保険
協会（協会け
んぽ）、組合
健保、共済組
合、国保組合
など

大阪府後期高
齢者医療広域
連合

守口市

無　料

各医療保険者
によって

自己負担あり

無　料

守口市より送付
（予約をした人に
問診票兼受診券を
送付）

各医療保険者より
送付
※受診券がないと
特定健診が受けら
れません。送付さ
れていない人は各
医療保険者へ請求
して下さい。

大阪府後期高齢者
医療広域連合より
送付

受診券は送付され
ません。

案内状が届いたら、
健診希望日の１か月
前までに予約して下
さい。後日、問診票
兼受診券を郵送しま
す。

受診券が届いたら、
健診希望日の１か月
前までに予約して下
さい。後日、問診票
を郵送します。

健診希望日の１か月
前までに予約して下
さい。後日、問診票
を郵送します。

問診票兼
受診券、
被保険者証

問診票、
受診券、
被保険者証

問診票、
被保険者証

問診票

健 診 対 象 者 実 施 主 体 費　用 受　診　券 健診申込方法 持ち物

ヘルシー
ライフ
教室

ヘルシー
ライフ
教室

急
患
の
と
き
は

通
宮
大
（
所
療
診
急
応
日
休１

９
６
☎
（
科
児
小
・
科
内
▽

）
０
７
９
９
・
８
９

日
曜
土

　

分

　

前
午

時

時分

９
・
８
９
９
６
☎
（
科
歯
▽

）
５
４
９

　

前
午

時

時
４

分

２
町
本
野
禁
市
方
枚
（

☎
（
科
児
小
▽

・

７
・

）
５
５
５

日
毎
　

時
８
後
午

時
５
前
午
日

は
療
診
（
分

）
時
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と
き　

７
月
16
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
診
察
は
午

後
２
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
１
歳
に
至
る
ま
で

（
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）
で

す
。
標
準
的
な
接
種
期
間
で
あ

る
生
後
５
〜
８
か
月
未
満
の
間

に
で
き
る
だ
け
受
け
て
下
さ

い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
ら
れ
な
い
乳
児

①
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る

②
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

③
予
防
接
種
や
外
傷
な
ど
に
よ

る
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

④
そ
の
他
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に

あ
る

注
意
事
項

○
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

○
四
種
混
合
な
ど
の
予
防
接

種
途
中
の
人
は
、
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
の
う
え
受

け
て
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１

７
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

※抗体検査の結果通知書のコピーと母子健康手帳のコピーは必ず
　医療機関に提出して下さい。 ※3～5の検査は各々検査キットの会社が異なります。市ホームページに

　詳細を掲載していますので確認して下さい。

※予約制の医院がありますので、念のため事前に電話での確認をお願いします。

表3　持ち物　

健康保険証または運転免許証など（年齢・住所が確認できるもの）

抗体検査の結果通知書のコピー

「妊婦の配偶者」は出生予定の子の母子健康手帳 
（保護者・父親欄に必ず氏名が記入されていること）のコピー

自己負担額　２千円 

表1　対象者（Ⅰ～Ⅲの項目すべてに該当すること）
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

守口市民

「妊娠を希望する女性」「妊娠を希望する女性の配偶者」
「妊婦の配偶者」のいずれか

・保健所で抗体検査を受けた結果、十分な抗体を持っていないため
　予防接種推奨と判定された
もしくは
・医療機関で、５年以内に抗体検査をしていて、結果が以下の
　１～５のいずれか ⒈HI法16倍以下

⒉EIA法　陰性または保留
⒊EIA法　陽性で抗体価8.0未満
⒋EIA法　陽性で国際単位①30ＩU/ml未満
⒌EIA法　陽性で国際単位②45ＩU/ml未満

風
し
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
任
意
接
種
）の
一
部
公
費
助
成
を
実
施

表2　平成26年度守口市風しん予防接種（任意接種）委託医療機関 平成26年４月１日現在

医　療　機　関　名
(医)まちだクリニック
(医)杉島医院
(医)誠心会　森口医院
(医)辻診療所
北原医院
中村医院
石井内科医院
(医)松尾医院
(医)石田医院
水谷診療所
きよたクリニック
田中医院
(医)すがの診療所
けいはん医療生活協同組合　さつき診療所
(医)塩見クリニック
(医)髙井クリニック
吉岡医院
(医)中村医院
藤井医院
北川クリニック
よしなかクリニック
(医)恵珠会　みずたに皮膚科
川嶋レディースクリニック
加藤クリニック
白井医院
オカダ医院
高橋クリニック
(社医)弘道会　守口生野記念病院
どいクリニック
(医)浄光会　寺西外科内科
(医)山中クリニック
西山外科
秋山医院
松下記念病院
かじうらクリニック

梅園町2‒30(2F)
大枝北町10‒3
大枝西町15‒8
大久保町1‒34‒6
大久保町4‒1‒7
大庭町1‒22‒21
梶町4‒4‒12
春日町3‒4
金下町1‒8‒6
金下町2‒2‒6
河原町10‒15
菊水通1‒2‒1
菊水通2‒4‒10
菊水通3‒2‒5
金田町1‒21‒41
金田町5‒4‒32
京阪北本通4‒7
京阪本通2‒10‒14
京阪本通2‒15‒4
京阪本通2‒16‒5
京阪本通2‒3‒1
京阪本通2‒3‒5
京阪本通2‒8‒11(2F)
西郷通1‒10‒1
西郷通1‒15‒18
西郷通3‒2‒14
桜町6‒8(2F)
佐太中町6‒17‒33
佐太東町1‒22‒11
佐太東町1‒38‒2
佐太東町2‒3‒5
松月町2‒20
松月町4‒34
外島町5‒55
大日町3‒25‒17

6995‒5699
6991‒2986
6991‒0593
6901‒3056
6902‒3623
6908‒0037
6907‒3712
6997‒5693
6992‒8814
6998‒9931
6992‒5517
6992‒7771
6996‒3971
6991‒1101
6901‒7733
6916‒8000
6991‒2859
6991‒1647
6991‒0613
6993‒0366
6991‒6276
6996‒2810
6995‒5525
6992‒8606
6991‒3290
6998‒5508
6995‒7528
6906‒1100
6780‒1580
6905‒8787
6905‒2255
6994‒7860
6991‒2710
6992‒1231
6901‒2995

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○予約
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

○

○予約
○

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

さかいクリニック
吉良整形外科
大槻医院
(医)貴和会　奥田医院
(医)創健会　賴内科胃腸科
岡井医院
博多医院
酒井内科
はかたクリニック
(医)井上医院
(医)博愛会　守口診療所
内田診療所
(医)大江医院
(医)佑希会　米田医院
村杉医院
(医)英進会　良本循環器内科
(医)秋田医院
ふさおかこどもクリニック
あずま在宅医療クリニック
坂口内科
森﨑クリニック
(医)小野山診療所
菱田医院
村田内科クリニック
(医)袋井医院
(医)慈恩会　森脇クリニック
(医)清水会　鶴見緑地病院
たしろクリニック
(医)水谷クリニック
木下クリニック
(医)天野医院
戸田診療所
(医)粟井胃腸科内科
きたにし耳鼻咽喉科

大日東町1‒18(3F)
高瀬町3‒9‒11
高瀬町5‒6‒15
高瀬町5‒9‒10
滝井元町1‒8‒7
竹町6‒7
寺方本通4‒3‒14
寺方元町1‒16‒18
寺方元町1‒16‒18
土居町3‒9
東光町1‒22‒20
東光町1‒28‒11
東光町2‒8‒13
藤田町4‒48‒5
豊秀町2‒13‒3
長池町5‒1
東町1‒12‒1
日向町6‒13
紅屋町7‒12
本町1‒6‒13
本町1‒8‒1
本町2‒5‒32
南寺方中通1‒5‒1
南寺方中通1‒7‒32
南寺方中通3‒10‒8
南寺方東通3‒1‒14
南寺方南通3‒4‒8
八雲北町2‒26‒2
八雲北町3‒37‒40
八雲中町2‒12‒26
八雲西町2‒16‒13
八雲東町2‒57‒6
淀江町3‒7
淀江町3‒7(2F)

6904‒0005
6998‒7600
6991‒3576
6998‒6793
6991‒6311
6991‒4119
6993‒4041
6992‒7655
6995‒6780
6991‒2931
6992‒1081
6992‒2780
6992‒2800
6916‒0300
6992‒3376
6991‒1547
6903‒3050
6991‒1611
6991‒8010
6992‒0565
6993‒1085
6991‒0385
6991‒2872
6995‒6600
6995‒2086
6995‒7700
6997‒0101
6997‒5020
6992‒3333
6903‒1072
6992‒2326
6909‒1318
6909‒5101
6902‒4133

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○予約
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○予約

○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69

所　　在　　地 麻しん風しん
混合 風しん単体 麻しん風しん

混合 風しん単体☎ 医　療　機　関　名 所　　在　　地 ☎

　

風
し
ん
が
全
国
的
に
流
行
し
、
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
症
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
対

策
と
し
て
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、

抗
体
を
持
た
な
い
人
に
は
、
風
し
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
公
費
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
者　

守
口
市
民
で
あ
り
、
「
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
」
「
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
の
配
偶
者
」
「
妊
婦
の
配
偶
者
」
の
い

ず
れ
か
で
か
つ
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

実
施
し
、
風
し
ん
の
抗
体
を
持
た
な
い
こ

と
が
明
ら
か
な
人
（
表
１
）

注
意
事
項　

女
性
は
接
種
後
２
か
月
間
は

必
ず
避
妊
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

（
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
場
合
も
含
み
ま

す
。
例
え
ば
月
経
が
遅
れ
て
い
る
な
ど
）

ワ
ク
チ
ン
の
種
類　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
は
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク

チ
ン

助
成
接
種
回
数
と
自
己
負
担
額　

男
性
・

女
性
と
も
接
種
１
回
に
限
り
２
千
円
で
接

種
で
き
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

実
施
場
所　

市
内
委
託
医
療
機
関
（
表

２
）

持
ち
物　

表
３
の
と
お
り

　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
７
月
15
日
ま
で

の
間
に
、
右
記
に
該
当
す
る
市
民
で
抗
体

検
査
を
実
施
し
、
す
で
に
風
し
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
全
額
自
己
負
担
で
受
け
た

人
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

細
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
９

９
２
・
２
２
１
７
）

と　

き　

７
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

パ
パ
と
妊
娠
中
の
マ
マ

内　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
実
習
や
パ
パ
の

妊
婦
体
験
な
ど
（
運
動
し
や
す
い
服
装
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

定　

員　

先
着
15
組

申
込
・
問
合
先　

７
月
25
日
㈮
ま
で
に
市
民
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
１
日
㈫

か
ら
１
階
に
「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保

健
・
健
康
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
情
報
を
提
供
、

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
下

さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課
（
☎
６
９
９
２
・
２

２
１
７
）

妊娠・出産・育児を楽しもう！

プレパパ＆
　プレママ教室

日
曜
版

８
０
２
０
達
成
者

市民保健センター
「情報コーナー」

設置
ち
は

る
ま

に

る
ま

　

「
８
０
２
０
（
は
ち
ま
る
に
ま
る
）
運
動
」
は
80
歳
に
お
い

て
20
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標
に
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
運
動
で
す
。
そ
の
達
成
者
の
み
な
さ
ん
を

表
彰
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
８
月
31
日
現
在
、
80
歳
以
上
の
人

申
込
・
問
合
先　

８
月
30
日
㈯
ま
で
に
市
内
歯
科
医
院
ま
た
は

歯
科
医
師
会
（
☎
６
９
９
５
・
２
８
８
８
）

成
人
対
象
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お知らせ

献血にみなさんのご協力をお願いします。

7月1(火)･25日(金)
京阪守口市駅前

10:00～12:00､13:00～16:30

7月は全国献血推進強調月間です。

献血にご協力いただける
人の年齢が拡大

　400　献血の年齢基準が、男性のみ18歳
以上から17歳以上に引き下げられまし
た。
　血小板成分献血の年齢基準の上限が、
男性のみ54歳から69歳に引き上げられま
した。
問合先　危機管理課（☎6992-1496）

７月乳幼児健康診査・相談など

※母子健康手帳と健康保険証を必ず持参して下さい。
※1歳6か月児・2歳児歯科・3歳6か月児健診時は、歯ブラシを持参して下さい。
　持参しない人は、歯ブラシを使っての指導はできません。
※駐車場は有料です。駐車台数に限りがありますので、なるべく他の交通機関を利用して下さい。

名　　称 日 場　　所 受付時間 対　　象　　児(者)

4 か 月 児
健　　　診

1歳6か月児
健　　　診

2歳児歯科
健　　　診

3歳6か月児
健　　　診

離乳食講習会
（前期）

育児相談

乳児後期健康診査

1日(火)

10日(木)

15日(火)

24日(木)

3日(木)

17日(木)

4日(金)

18日(金)

11日(金)

25日(金)

16日(水)

9日(水)

市民保健センター

東部公民館

市民保健センター

庭窪公民館

平成26年2月16日～3月15日生
※案内状を郵送しますので、案内状が

届いてからお越し下さい。
なお、できるだけ市民保健センターで

受診して下さい。

5～8か月児の離乳食の講義と試食
（試食は保護者のみ）
電話予約要（先着20人）

平成24年12月1～15日生

平成24年12月16～末日生

平成24年6月1～15日生

平成24年6月16～末日生

平成22年12月1～15日生

平成22年12月16～末日生市民保健センター

府内の委託医療機関で受診（受診票にて無料） 9か月～1歳未満の乳児（受診票は４か月児健診で配布）

9:30
 ～10:30

13:00
 ～14:00

13:00
 ～13:30
(13:30開始)

13:30
 ～14:00

乳幼児の食事・卒乳・しつけ・遊び方など､
育児全般について相談を受け付けます。

守口保健所の各種相談

(注1）有料の場合もあり　(注2）検査容器は保健所で用意
(注3）対象は、妊娠を希望する女性とその配偶者、
　　　または妊娠している女性の配偶者

HIV検査(匿名可）
(梅毒・クラミジア
の同時検査可）

肝炎ウイルス検査
(※予約制）

風しん抗体検査
(※予約制）（注3）

こころの健康相談
(予約制）

水質検査、
検便・ぎょう虫検査

やむを得ず飼えなく
なった犬猫の引き取り

犬猫などのペットに
関する相談(窓口が変更）

原則、第2・4月曜日
(祝日は除く）
10:00～11:00

原則、第2・4月曜日
(祝日は除く）
11:00～11:30

原則、第1・3月曜日
(祝日は除く）
10:00～11:00

毎週火曜日(祝日は除く）
9:30～11:30

火・木曜日
9:30～12:00

平日
9:00～17:45

詳しくは
お問合せ下さい

内　　　容

潜伏期間：ダニなどに刺されてから症状がでるまでの期間

ＳＦＴＳ

日本紅斑熱

ツツガムシ病

6日～2週間

2～8日

5～14日

発熱、消化器症状、全身けん怠感など

発熱、頭痛、全身けん怠感など

発熱、ダニの刺し口、発疹など

潜伏期間 症　状

と　　　き 費用 連絡先

地域保健課
☎6993-3132
☎6993-3133
※検査日の前週
　金曜日までに電話
　予約要

大阪府動物管理指導所
四條畷分室
（四條畷保健所と併設）
四條畷市江瀬美町1-16
☎072-862-2170

衛生課
☎6993-3134

無料
(注1)

無料

有料

無料

有料
(注2)

リ サ イ ク ル 情 報
登録受付・紹介のみ

（品物はお預かりしていません）

【受付日】
７月７日（月）9：30～15：00
　　８日（火）9：30～12：00

市消費生活リーダークラブ
（市消費生活センター内）

☎6992‒1336

☆ゆずります
○セミダブルベッド　○整理だんす
○座いす　○掃除機
※申し込み多数の場合は８日（火）の受
付終了後にセンターで抽せんします。

★求めています
○ミシン　○車いす
※上記の品物をゆずっていただける人
は、受付時間内に連絡して下さい（無
料の品物のみ扱っています）。

※リサイクル品の故障や破損に関するトラ
ブルについては、責任は負いません。

熱
中
症
の
予
防
法
は

　
　
　
　
　
　
　
で
き
て
い
ま
す
か
？

○
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
て

い
る

○
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手

に
使
用
し
て
い
る

○
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
で
体
を

冷
や
す

○
部
屋
の
温
度
を
測
っ
て
い
る

○
暑
い
時
は
無
理
を
し
な
い

○
涼
し
い
服
装
を
し
て
い
る

（
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
）

○
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
し
て

い
る

○
緊
急
時
・
困
っ
た
時
の
連
絡

先
を
確
認
し
て
い
る

○
涼
し
い
場
所
・
施
設
を
利
用

す
る

　

詳
し
く
は
、
環
境
省
熱
中
症

情
報
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

　

こ
れ
か
ら
新
緑
の
季
節
に
な

り
、
山
登
り
、
山
菜
と
り
を
し

に
野
山
へ
入
る
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け

て
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
活
発
化
し

て
お
り
、
野
山
な
ど
に
あ
る
草

む
ら
へ
入
る
と
き
は
マ
ダ
ニ
に

刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

野
外
に
い
る
吸
血
性
の
マ
ダ

ニ
と
し
て
、
大
型
の
マ
ダ
ニ

（
１
〜
４
㎜
）
、
小
型
の
ツ
ツ

ガ
ム
シ
（
0.5
〜
１
㎜
前
後
）
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
も
、

痛
み
や
か
ゆ
み
な
ど
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病
原

体
を
保
有
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る
と
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
、
日
本
紅
斑

熱
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
な
ど
の
感

染
症
に
か
か
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
（
す
べ
て
の
ダ
ニ
が
病
原
体

を
保
有
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。
草
む
ら
に
入
り
マ

ダ
ニ
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
な
ど
に
刺

さ
れ
た
場
合
、
皮
膚
科
や
内
科

な
ど
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
（
マ
ダ
ニ
に
刺

さ
れ
た
場
合
、
自
身
で
排
除
し

て
し
ま
う
と
、
頭
の
部
分
の
み

が
残
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
、
自
身
で
は
取
り
除
か
な
い

で
医
療
機
関
の
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
）
。

　

草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き

は
、
で
き
る
だ
け
肌
を
露
出
し

な
い
よ
う
な
服
装
に
し
ま
し
ょ

う
。
袖
口
か
ら
ダ
ニ
が
入
り
込

む
こ
と
も
あ
り
、
手
首
、
足
首

な
ど
の
袖
口
を
し
ぼ
れ
る
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
ナ
イ
ロ
ン
製
な
ど
の

衣
服
の
場
合
、
表
面
が
ツ
ル
ツ

ル
し
て
お
り
、
ダ
ニ
が
付
き
に

く
く
な
り
、
ま
た
防
虫
剤
な
ど

も
効
果
的
で
す
。

　

草
む
ら
か
ら
帰
っ
た
後
は
、

す
ぐ
に
入
浴
し
、
頭
の
中
な
ど

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
着
終
わ
っ

た
服
装
は
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど

に
入
れ
、
す
ぐ
に
洗
濯
し
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た

後
、
下
記
の
よ
う
な
症
状
が
出

た
場
合
に
は
、
念
の
た
め
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

（
受
診
の
際
に
は
、
ダ
ニ
に
刺

さ
れ
た
と
担
当
医
師
へ
申
し
出

て
下
さ
い
）
。

問
合
先　

健
康
推
進
課
（
☎
６

９
９
２
・
２
２
１
７
）

　

市
で
は
、
平
成
24
年
に
制
定

さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
」
に
基
づ
き
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
市
が

制
定
す
る
必
要
の
あ
る
条
例
案

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。

①
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
条

例
②
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
条
例

③
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
条
例

募
集
期
間　

７
月
14
日
㈪
〜
８

月
15
日
㈮

閲
覧
場
所　

こ
ど
も
政
策
課
、

市
教
委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
、

各
公
民
館
、
各
公
立
保
育
所
・

幼
稚
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
わ
か
く

さ
・
わ
か
す
ぎ
園
、
ム
ー
ブ

21
、
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
の
市
施

設
に
骨
子
案
、
意
見
提
出
用
紙

を
設
置
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

提
出
方
法　

○
閲
覧
場
所
へ
の
持
ち
込
み

○
郵
送　

〒
570-

８
６
６
６
京

阪
本
通
２-

２-

５
こ
ど
も
政

策
課
、
市
教
委
・
放
課
後
こ
ど

も
課

○　

６
９
９
４
・
１
６
９
１

（
こ
ど
も
政
策
課
宛
て
）
、
６

９
９
１
・
３
０
７
８
（
市
教

委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
宛
て
）

○
Ｅ
メ
ー
ル

kodomo_seisaku_ka@city-
moriguchi-osaka.jp
houkago_kodomo_ka@city-
moriguchi-osaka.jp
※

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
必

ず
記
載
し
て
下
さ
い
。

問
合
先
　
骨
子
案
①
②
に
つ
い

て
は
、
こ
ど
も
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
６
６
５
）

骨
子
案
③
に
つ
い
て
は
、
市
教

委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
（
☎
６

９
９
５
・
３
１
６
０
）

マ
ダ
ニ
な
ど
に

刺
さ
れ
な
い
た
め
に…

骨
子
案

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

〜
野
山
に
入
る
人
へ
〜

〜
野
山
に
入
る
人
へ
〜

子ども・子育て
支援新制度に
かかる３つの条例
の骨子案について

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
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組合葬儀使用料

祭壇、盛花、棺、
霊きゅう寝台車など家族葬

標準葬

12万円

26万円

家族だけでお見
送りする葬儀

上記以外に門前飾、
受付テント、遺影写真、
式事執行係員など

一般の会葬者も
想定した従前か
らの葬儀

飯
盛
霊
園
だ
よ
り

組
合
葬
儀

届
い
て
い
ま
す
か

も
り
ぐ
ち
暮
ら
し
の
便
利
帳

届
い
て
い
ま
す
か

も
り
ぐ
ち
暮
ら
し
の
便
利
帳

第1回 守口市
男女共同参画審議会
～傍聴できます～

７月は
「社会を明るく
する運動」
強調月間

７月は
「社会を明るく
する運動」
強調月間

安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

規　格種 別

整美操（バランス調整運動）
骨粗しょう症予防
すっきりシェイプ
健康志向シェイプ教室
お肉サヨナラ健康体操
ゆったり体操
健美操（バランス調整運動）
リーダー育成
元気体操Ⅱ
簡単シェイプアップ
ゆっくりストレッチ体操
運動不足さよなら
すっきりリフレッシュ体操
骨粗しょう症予防
お肉サヨナラ健康体操
のびのび体操
超健康ステップ体操
かんたんエアロビクス
すっきりシェイプ
すっきりステップ体操
基礎体力アップ教室
元気体操Ⅰ
健康志向シェイプ教室
ストレッチ＆健康体操
運動不足さよなら
肩こり・腰痛飛んでいけ
男性基礎体力づくり
ひきしめシェイプ

強度（運動量）の目安･･･★は低強度、★★は中強度、★★★は高強度です。
※各教室は実施期間内で全8回（60分／回）です。

※感触あそび…小麦粉粘土など触って気持ちがいいと
　　　　　　　感じるような遊びです。 

★
★
★★
★
★★
★★
★
★★★
★★
★
★
★
★
★
★★
★
★★★
★
★★
★
★★
★
★
★
★
★
★
★

9:30
11:00
13:00
14:30
19:30
9:30
11:00
13:00
14:30
19:30
9:30
11:00
13:00
14:30
19:30
9:30
11:00
13:00
14:30
19:30
9:30
11:00
13:00
14:30
9:30
11:00
13:00
14:30

各15人
7／21（祝）

～9／15（祝）

7／22（火）
～9／16（火）

7／24（木）
～9／18（木）

7／25（金）
～9／19（金）

7／26（土）
～9／20（土）

7／27（日）
～9／21（日）

各20人

各15人

20人
15人

20人
15人

20人

各15人

各20人

各20人

各15人

月

火

木

金

土

日

教室名 強度 曜日・時間 定員 実施期間

金 額 内　容

◎
利
用
で
き
る
人　

喪
主
ま
た

は
死
亡
者
が
、
守
口
・
門
真
・

大
東
・
四
條
畷
市
民

◎
申
込
方
法　

指
定
業
者
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
）
に
直
接

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
飯
盛
霊
園
組
合
（http://

www.iimorireienkumiai.
shijonawate.osaka.jp

）

問
合
先　

飯
盛
霊
園
組
合
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
１
９
５
）

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
定

め
、
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
今
年
で
64
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

市
で
も
、
守
口
地
区
保
護
司

会
が
こ
の
運
動
に
呼
応
し
て

〝
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も

と
「
街
頭
啓
発
活
動
」
や
「
講

演
会
」
を
左
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

街
頭
啓
発
活
動

と
き　

７
月
４
日
㈮
午
後
３
時

45
分

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
日

１
階
サ
ニ
ー
コ
ー
ト

内
容　

セ
レ
モ
ニ
ー
、
コ
ー
ラ

ス
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
（
イ

オ
ン
モ
ー
ル
内
）

講
演
会

テ
ー
マ
「
過
去
と
他
人
は
変
え

ら
れ
な
い
、
未
来
と
自
分
は
変

え
ら
れ
る
」

と
き　

７
月
８
日
㈫
午
後
１
時

30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
か

ら
）

と
こ
ろ　

教
育
文
化
会
館
（
中

央
公
民
館
）
５
階
大
ホ
ー
ル

講
師　

市
人
権
擁
護
委
員
・
黒

田
ク
ロ
氏

問
合
先　

健
康
福
祉
部
総
務
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
５
７
０
）

各
公
民
館

 

安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

チ
ラ
シ
の
裏
面
は
、「
救
急
安
心

カ
ー
ド
」
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。
氏
名
、
持
病
、
緊
急
連
絡

先
な
ど
を
記
入
し
て
お
け
ば
、

い
ざ
と
い
う
時
、
医
療
情
報
を

的
確
に
救
急
隊
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
（
た
だ

し
、
状
況
に
よ
り
活
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　

ま
た
、
チ
ラ
シ
と
カ
ー
ド
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

高
齢
介
護
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
６
１
０
、
１
６
１

３
）

　

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で

は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
一
人
ひ

と
り
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問

を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
実
施
の
男

女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
に

向
け
た
審
議
を
行
い
ま
す
。
開

催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き　

７
月
８
日
㈫
午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
１
号
別
館
３

階
第
１
委
員
会
室

定
員　

先
着
５
人

　

会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
人

は
、
当
日
会
議
開
始
の
30
分
前

か
ら
会
議
が
始
ま
る
ま
で
に
会

場
に
お
越
し
下
さ
い
（
開
始
後

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

　

介
護
予
防
運
動
教
室
で
習
得
し
た
技
術
を
生
か
し
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
専
用
教
室
も
開
設
し
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

申
込
方
法　

７
月
５
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
所
定
の
用
紙

（
市
役
所
案
内
窓
口
、
市
民
体
育
館
、
各
公
民
館
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
）
で
市
民
体
育
館
へ

※

申
込
時
に
心
臓
疾
患
の
有
無
な
ど
簡
単
な
健
康
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
通
院
し
て
い
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
教
室
参
加
当
日
に
は
、
体
育
館
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ル
ー
ム
の
利
用
料
（
65
歳
以
上
の
人
150
円
、
そ
の

他
の
人
250
円
）
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

市
民
体
育
館
（
☎
６
９
９
２
・
８
２
０
１
）

6月中に全世帯に配付しました。
届いていない場合は、

広報広聴課まで連絡して下さい。
問合先　広報広聴課（☎6992‒1353､1356）

　

新
聞
が
ポ
ス
ト
に
溜
ま
っ
て

い
る
、
洗
濯
物
が
長
く
干
し
た

ま
ま
で
あ
る
、
明
か
り
が
昼
夜

ず
っ
と
つ
い
た
ま
ま
な
ど
普
段

と
様
子
が
違
う
状
況
に
気
付
い

た
場
合
に
は
、
安
否
確
認
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
に
連
絡
し
て
下
さ

い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に

早
急
に
安
否
確
認
・
状
況
把
握

を
行
い
ま
す
。

【
安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専

用
連
絡
先
】
（
☎
６
９
９
２
・

４
０
１
０
）
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス　

Anpi4010Line@city
-moriguchi-osaka.jp

　

安
否
確
認
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

チ
ラ
シ
（
裏
面
は
「
救
急
安
心

カ
ー
ド
」
）
を
作
成
し
ま
し

た
。

【
チ
ラ
シ
設
置
場
所
】　

高
齢

介
護
課
（
市
役
所
本
館
１

階
）
、
市
役
所
案
内
窓
口
、
市

民
保
健
セ
ン
タ
ー
、
佐
太
・
菊

水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害

者
・
高
齢
者
交
流
会
館
、
市
民

・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

こ　

こ　

に

ホ　
　

ッ　
　

ト

男
性
、夫
婦
で
の
参
加
大
歓
迎
！！

男
性
専
用
教
室
あ
り
！！

介
護
予
防

運
動
教
室

　

公
立
保
育
所
で
は
、
就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象

に
、
毎
月
楽
し
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
貸
し
出
し
、
子
育
て

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
育
所
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

問
合
先　

保
育
・
幼
稚
園
課
（
☎
６
９
９
２
・
１
６
６

１
）

子
育
て
支
援

交
流
活
動

〜
公
立
保
育
所
で
実
施
〜

子育て支援交流活動日程表
保育所名 ☎

寺方

南

北寺方

大宮

八雲東

外島

西

佐太

金田

梶

大久保

藤田

6996‒9381

6993‒8845

6998‒7424

6996‒2070

6909‒3344

6997‒0484

6991‒2901

6902‒1160

6902‒1170

6902‒0383

6902‒1400

6903‒8406

7月 8月

15日(火)
夏のあそび

24日(木)
夏のあそび

17日(木)
※感触あそび

1日(火)
水あそび

15日(火)
夏のあそび

16日(水)
夏のあそび

8日(火)
夏のあそび

8日(火)
夏のあそび

17日(木)
水あそび

10日(木)
夏のあそび

16日(水)
水あそび

19日(火)
夏のあそび

20日(水)
夏のあそび

28日(木)
絵本貸し出し

5日(火)
絵本貸し出し

5日(火)
室内あそび

26日(火)
夏のあそび

5日(火)
夏のあそび

5日(火)
絵本貸し出し

25日(月)
夏のあそび

26日(火)
夏のあそび

19日(火)
水あそび

23日(水)
水あそび

21日(木)
水あそび
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返還を受けるには、住所、氏名が確認できる
もの、鍵、移送保管料（自転車2,500円、原動
機付自転車4,000円）が必要です。ただし、
移送日の前日までに警察署に盗難届が提出
されているときは、免除の対象になります。

Ｎ

淀　川

浄水場

庭窪小
庭窪中

庭窪中学校前

公民館消防署

道
市

 

庭
大

11

線
号

至 大
阪 国

道1
号

国道
1号
 高
架

国道
1号
 高架

至 京
都

至　
京都

府道
 京都

守口
線

地下
鉄大
日駅

府道 北大
日竜田線

●３
番出
入口

水　
路

商業
施設

商業
施設

●

●ムーブ
21

●

●
● ●

橋
大
飼
鳥

線
状
環
央
中

道
車
動
自
畿
近 場

広
前
駅

放置自転車
大日保管所

大日駅よりの
順路

市
長
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

実
施
報
告
（
市
長
発
意
型
）

直結直圧方式
配水管の水圧をそのまま利用して
３階までの蛇口に直接給水する方
式です。

貯水槽水道方式
水をいったん受水槽に貯留し、
ポンプにより給水する方式です。

お客さま所有の財産（市のメーターは除く） 水道
局 お客さま所有の財産（市のメーターは除く）

修理費
の負担 所有者またはお客さま 水道局 所有者またはお客さま

修理の
連絡先 市指定工事業者 水道局　お客さまセンター　☎6991-6777 市指定工事業者

財産区分

　

水
道
局
で
は
、
道
路
上
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
漏
れ

修
理
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い

ま
す
。

　

現
場
作
業
を
行
う
委
託
業
者

は
、
水
道
局
が
発
行
し
た
身
分

証
明
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
提
示
を
求

め
て
下
さ
い
。

　　

宅
内
の
水
漏
れ
修
理
は
、
お

客
さ
ま
が「
市
指
定
工
事
業
者
」

に
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　

修
理
の
対
応
が
可
能
な
市
指

定
工
事
業
者
は
、
水
道
局
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
（http://www.

moriguchi-suidou.jp

）
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
に
一
覧
表

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
下
さ
い
。

　

休
日
・
夜
間
の
緊
急
時
の
応

急
修
理
は
、
水
道
局
が
24
時
間

体
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
先　

水
道
局
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
１
・
６
７

７
７
）

○
配
水
管
の
分
岐
か
ら
各
家
庭

の
蛇
口
ま
で
の
給
水
装
置

（
メ
ー
タ
ー
は
除
く
）
は
、

お
客
さ
ま
所
有
の
財
産
で
、

そ
の
維
持
管
理
は
、
お
客
さ

ま
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
道
路
上
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

（
共
同
住
宅
な
ど
の
場
合
は
、

親
メ
ー
タ
ー
）
ま
で
の
水
漏

れ
は
、
水
道
局
が
費
用
負
担

し
修
理
し
ま
す
。
た
だ
し
、

人
為
的
な
破
損
、
止
水
栓
・

ボ
ッ
ク
ス
取
り
替
え
費
用
は

除
き
ま
す
。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま

で
の
水
漏
れ
は
、
最
寄
り
の

市
指
定
工
事
業
者
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
修
理
費
は
個

人
負
担
で
す
。

自
転
車
の
撤
去
は
、
土
・
日
曜
、
祝
日
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
放
置

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

保
管
期
間　

移
送
の
告
示
日
か
ら
１
か
月

処
分
日　

７
月
26
日
㈯
（
５
月
撤
去
分
）

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急
に
放
置
自
転
車
大
日
保
管
所
（
☎
６

９
０
２
・
２
３
４
０
）
へ
お
越
し
下
さ
い
。

返
還
時
間　

毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

保管中の放置自転車を
お引き取り下さい

　

近
年
、
田
畑
の
宅
地
化
な
ど

に
よ
り
都
市
の
保
水
力
が
低
下

す
る
中
で
、
短
い
時
間
で
大
量

の
雨
が
降
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
雨
水
が
下
水
道

に
一
気
に
流
入
し
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
水
道
の
排
水

能
力
を
超
え
、
雨
水
が
溢
れ
て

浸
水
す
る
「
内
水
は
ん
濫
」
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
堤
防
の
決
壊
な
ど
を
防

ぐ
た
め
に
、
下
水
道
雨
水
ポ
ン

プ
の
排
水
を
抑
制
す
る
ポ
ン
プ

運
転
調
整
も
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

大
き
な
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し

た
平
成
24
年
８
月
14
日
と
同
じ

よ
う
な
雨
が
降
っ
た
時
に
、
下

水
道
雨
水
ポ
ン
プ
の
運
転
調
整

を
行
う
と
、
市
内
に
ど
の
よ
う

な
浸
水
被
害
を
及
ぼ
す
か
予
測

し
た
も
の
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
内
水
は

ん
濫
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
、
６
月
に
各

戸
へ
配
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
は
、
浸
水
発
生

時
の
避
難
場
所
や
垂
直
避
難
と

い
っ
た
行
動
な
ど
に
つ
い
て
、

家
庭
で
話
し
合
う
資
料
と
し
て

活
用
し
て
下
さ
い
。

　

大
雨
や
長
雨
に
よ
り
寝
屋
川

な
ど
で
水
位
が
上
昇
し
、
堤
防

が
決
壊
な
ど
す
る
と
、
市
街
へ

膨
大
な
川
の
水
が
継
続
的
に
流

れ
込
み
、
人
的
・
経
済
的
に
も

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
事
態
を
防
ぐ
た

め
に
法
律
に
基
づ
い
て
策
定
し

た
計
画
に
よ
り
、
下
水
道
雨
水

ポ
ン
プ
の
排
水
能
力
を
調
整
し

て
運
転
す
る
も
の
で
す
。

問
合
先　

下
水
道
部
下
水
道
管

理
課
（
☎
６
９
９
２
・
１
７
４

８
）

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

　
に
つ
い
て

下
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

テーマ「市庁舎のあり方について」

※詳しくは、市ホームページに順次掲載していきます。
問合先　広報広聴課（☎6992-1353、1356）

大人１日 1,700円

大人半日 1,000円

高齢者など１日 1,500円

高齢者など半日 800円

小・中学生 300円

　

世
木
公
園
の
釣
り
池
は
、
へ
ら
ぶ
な
専
門
の
釣
り
池

と
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
公
園
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
釣
果
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
釣
り
池
事
務

所
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

と
こ
ろ　

南
寺
方
東
通
４-

27-

８

　
　
　
　
（
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
北
側
）

利
用
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時

休
日　

毎
週
火
曜
日

使
用
料　

下
表
参
照

○
用
具
一
式
は
持
参
し
て
下
さ
い

○
リ
ー
ル
ざ
お
、
も
ど
り
付
の
釣
り
針
、
生
え
さ
な
ど

は
使
用
で
き
ま
せ
ん

○
釣
っ
た
魚
は
持
ち
帰
れ
ま
せ
ん

問
合
先　

世
木
公
園
釣
り
池
事
務
所
（
☎
６
９
９
４
・

７
５
５
５
）、
公
園
課
（
☎
６
９
９
２
・
１
７
０
２
）

使用料（市民）

（注1）市民とは市内在住（職・学）の人です。
（注2）半日とは、午前と午後で区分します（小・中学生の半日利用はありません）。
（注3）15人以上の団体の場合は、問合せ下さい。

な
い
す
い

実施日 場所 参加者
5月16日㈮  19:00～　三郷公民館 ホール 54人 

5月17日㈯
  14:00～　西部公民館 講義室 40人

  19:00～　南部公民館 講義室 80人 

5月23日㈮  19:00～　錦公民館 集会室 84人 

5月28日㈬  19:00～　北部公民館 講義室 25人 

5月30日㈮  19:00～　八雲東公民館 会議室 54人

5月31日㈯
  13:00～　中央公民館 大ホール 32人

  19:00～　庭窪公民館 ホール 34人

6月６日㈮  19:00～　庭窪分室 多目的室ホール 32人

6月７日㈯  19:00～　東部公民館 体育館 117人

6月13日㈮  19:00～　東公民館 講義室 48人

釣
り
池
の

  

ご
利
用
を

世木公園

水
漏
れ
緊
急
時
は

24
時
間
体
制

宅
内
修
理
は

市
指
定
工
事
業
者
へ

修
理
費
用
の
区
分

水道の
管理区分

水道局からのお知らせ水
漏
れ
修
理
業
務

ポ
ン
プ
の
運
転
調
整
と
は

広報 12平成２６年７月１日No.1414



場　所 講習会日時 講習内容

中
央
公
民
館

☎
６
9
９
１
・
０
３
１
８

三
郷
公
民
館

☎
６
９
９
２
・
８
６
１
６

公
民
館
分
室（
庭
窪
）

☎
6
9
0
1
・
2
2
0
0

＜広告＞

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

元
気
で
・
安
全
に
・
楽
し
い
夏

休
み
に
し
て
も
ら
う
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
・
地

域
の
み
な
さ
ん
も
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
見
守
る
と
と
も

に
、
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
褒

め
、
時
に
は
し
か
り
、
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
応
援
し
て
下
さ

い
。

【
安
全
】

☆
知
ら
な
い
人
に
誘
わ
れ
て
も

絶
対
に
つ
い
て
い
か
な
い

☆
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
遊

ば
な
い

☆
川
や
池
の
そ
ば
へ
子
ど
も
だ

け
で
行
か
な
い

☆
工
事
現
場
や
空
き
家
な
ど
危

険
な
場
所
に
入
ら
な
い

☆
自
転
車
の
安
全
点
検
を
し
、

遠
乗
り
、
二
人
乗
り
、
無
灯

火
乗
り
は
し
な
い

【
健
康
】

☆
一
日
の
生
活
時
間
表
を
作
り

実
行
し
よ
う

☆
早
寝
早
起
き
を
し
よ
う

☆
家
の
中
で
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

外
で
程
よ
い
運
動
を
し
よ
う

【
学
習
】

☆
学
習
計
画
を
立
て
、
毎
日
続

け
よ
う

☆
継
続
的
な
学
習
（
実
験
、
観

察
、
制
作
な
ど
）
や
不
得
意

な
学
習
に
力
を
入
れ
よ
う

☆
本
を
多
く
読
も
う

【
遊
び
】

☆
友
達
ど
う
し
仲
良
く
し
、
良

い
遊
び
を
工
夫
し
よ
う
（
仲

間
外
れ
や
い
じ
め
た
り
し
な

い
）

☆
危
な
い
遊
び
は
絶
対
に
し
な

い
（
火
薬
、
刃
物
、
シ
ン
ナ

ー
吸
引
、
喫
煙
、
飲
酒
、
有

害
が
ん
具
な
ど
は
禁
止
）

☆
遊
び
に
出
る
と
き
は
、
家
の

人
に
「
行
き
先
」
「
帰
る
時

刻
」
「
友
人
の
名
前
」
を
言

い
、
許
し
を
得
て
か
ら
行
く

☆
花
火
は
保
護
者
と
と
も
に
す

る
（
爆
発
す
る
も
の
や
打
ち

上
げ
花
火
は
し
な
い
）

【
そ
の
他
】

☆
地
域
の
大
人
や
指
導
者
の
注

意
は
素
直
に
聞
こ
う

☆
不
必
要
な
お
金
・
危
険
な
物

は
持
ち
歩
か
な
い

問
合
先
　
市
教
委
・
学
校
教
育

課
（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５

１
）

◎
地
域
環
境
の
浄
化
活
動
の
推

進
◎
暴
走
族
追
放
・
少
年
非
行
防

止
活
動
の
推
進

◎
青
少
年
相
談
を
は
じ
め
と
す

る
情
報
提
供
活
動
の
推
進

　

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
目
指
し
て
、
青
少
年
の

非
行
防
止
や
青
少
年
に
好
ま
し

く
な
い
影
響
を
与
え
る
社
会
環

境
を
改
善
す
る
な
ど
、
地
道
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
区
ご
と
に
、
地
域
の

各
種
団
体
を
中
心
に
、
実
情
に

応
じ
た
多
様
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
と
参
画
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
各
校
区
で
行
わ
れ
て
い
る
パ

レ
ー
ド
な
ど
を
通
し
て
、
非

行
防
止
や
社
会
環
境
の
改
善

な
ど
を
訴
え
ま
す
。

○
青
少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
く

な
い
環
境
（
有
害
図
書
・
ア

ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
な
ど
の
販

売
、
不
良
広
告
な
ど
）
を
調

査
し
、
そ
の
改
善
・
撤
去
に

取
り
組
み
、
校
区
内
の
店
舗

な
ど
に
「
少
年
を
守
る
店
」

の
指
定
、
協
力
を
呼
び
か
け

ま
す
。

○
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
製
造
・
販

売
店
に
対
し
、
青
少
年
へ
の

販
売
自
粛
お
よ
び
保
管
・
管

理
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

○
暴
走
族
追
放
、
少
年
非
行
防

止
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

※

市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
府
・
市
内
の
青
少
年
相
談

機
関
、
青
少
年
団
体
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

問
合
先
　
市
教
委
・
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
課
（
☎
６
９
９

５
・
３
１
５
９
）

　

今
年
度
は「
中
世
の
北
河
内
」

を
テ
ー
マ
に
、第
２
回
目
で
は
、

古
歌
に
も
歌
わ
れ
た
淀
川
を
中

心
に
し
た
北
河
内
の
中
世
文
学

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
12
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

講
師
　
摂
南
大
学
准
教
授
・
橋

本
正
俊
氏

テ
ー
マ　

「
中
世
文
学
に
見
る

淀
川
・
北
河
内
」

定
員
　
先
着
40
人（
当
日
受
付
）

問
合
先　

市
教
委
・
生
涯
学
習

課
（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５

８
）

　

歴
史
や
文
化
財
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
も
っ
と
身
近
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
教

育
委
員
会
と
市
文
化
財
研
究
会

と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

英
語
で
あ
そ
ぼ
う
！

英
会
話
を
楽
し
も
う
！

楽
し
も
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

元気で、安全に、
楽しい夏休みに
しよう！

三郷地区体育館 7月19日(土)
9:30～12:00

シャフルボード
カローリング
スリータッチボール

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気

軽
に
参
加
で
き
、
各
年
齢
層
に

あ
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
市
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
ゲ
ー
ム
や
大
会
形
式

で
指
導
し
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
人
間
関
係
を

深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
下
さ
い
。

　

参
加
者
は
、
当
日
上
靴
を
持

参
の
う
え
会
場
に
お
越
し
下
さ

い
。

問
合
先
　
市
教
委
・
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
課
（
☎
６
９
９

５
・
３
１
５
９
、　

６
９
９

８
・
０
３
４
５
）

時
、
午
後
１
時　

東
部

公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学

生
（
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
）

と
き
・
と
こ
ろ

▽
８
月
19
日
㈫
午
前
10
時

　

南
部
公
民
館

▽
８
月
20
㈬
・
21
日
㈭
午

前
10
時　

中
央
公
民
館

▽
８
月
22
日
㈮
午
前
10

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
日
し

て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
中
学
校

英
語
授
業
ア
シ
ス
タ
ン

ト
）
で
す
。
友
達
と
誘
い

合
っ
て
、
参
加
し
て
下
さ

い
。

と
き
　
８
月
21
日
㈭
午
後

２
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学

生

※

講
師
は
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

申
込
・
問
合
先
　
７
月
11
日
㈮
ま
で
は
各
小
・
中
学
校
、

そ
れ
以
降
は
７
月
31
日
㈭
ま
で
に
市
教
委
・
学
校
教
育
課

（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５
１
）

教
育
委
員
会
情
報

教
育
委
員
会
情
報

●申
は
申
し
込
み
、
●問
は
問
合

先
を
表
し
ま
す
。

重
点
目
標

保
護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ん
へ

子
ど
も
た
ち
へ
の
約
束
事

古歌にも歌われた高瀬川跡の石碑

市民
文化財講座
（全2回）

「中世の北河内」

参加無料

◆
「
障
が
い
を
越
え
て
、
音
楽

を
楽
し
も
う
〜
み
ん
な
でLet

's Play Music

〜
」　

い
ろ
い

ろ
な
打
楽
器
を
使
っ
て
遊
び
ま

す
。　

７
月
12
日
㈯
午
前
10
時

30
分
。
小
学
校
低
学
年
と
保
護

者
。
大
阪
信
愛
女
学
院
短
期
大

学
こ
ど
も
音
楽
療
育
士
養
成
課

程
非
常
勤
講
師
・
岩
井
佳
子
氏

と
学
生
。
先
着
40
組
。
●申
●問
共

に
生
き
る
地
域
の
〝
絆
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〞
委
員
会
（
中
央
公
民

き
ず
な

館
内
）
（
☎
６
９
９
１
・
０
３

１
８
）

◆
あ
そ
ぼ
う
広
場
「
ス
タ
ン
プ

あ
そ
び
」　

７
月
15
日
㈫
午
前

10
時
30
分
。
１
歳
児
か
ら
の
幼

児
と
保
護
者
。
あ
そ
ぼ
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
元
公
立
保
育
所
保

育
士
）
。
先
着
20
組
。
●申
受
付

中◆
お
は
な
し
劇
場　

７
月
18
日

㈮
午
前
11
時
。
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
「
せ
ん
た
く
き
グ
ル
グ

ル
」
ほ
か
。
１
歳
児
か
ら
の
幼

児
と
保
護
者
。
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
こ
ま
ど

り
」
。
先
着
20
組
。
●申
受
付
中

（
当
日
も
可
）

◆
「
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
相
談
（
入
門

程
度
）
・
ア
ド
バ
イ
ス
」　

７

月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
。
サ

ー
ク
ル
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
。
先
着
10
人
。
●申
７
月

２
日
㈬
か
ら

◆
人
形
劇
「
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
」

の
公
演
「
メ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん
の

お
つ
か
い
」　

７
月
31
日
㈭
午

前
11
時
。
幼
児
・
小
学
校
低
学

年
と
保
護
者
。
先
着
130
人
。
●申

７
月
２
日
㈬
か
ら

◆
三
郷
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
・
夏
休
み
子
ど
も
広
場

「
電
子
工
作
〜
手
ま
わ
し
発
電

ラ
イ
ト
の
製
作
〜
」　

７
月
26

日
㈯
午
後
１
時
。
小
学
４
年
生

以
上
。
大
阪
教
育
大
学
情
報
科

学
講
座
代
表
・
垣
本
徹
氏
ほ

か
。
先
着
15
人
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
。
教
材

費
１
千
500
円
。
●申
７
月
２
日
㈬

か
ら
教
材
費
を
添
え
て

◆
庭
窪
公
民
館
分
室
企
画
講
座

「
ふ
れ
あ
い
ベ
ビ
ー
体
操
」
　

▽
７
月
８
・
15
日
㈫
午
前
10

時
。
ね
ん
ね
組
（
３
〜
８
か
月

未
満
）
の
子
と
保
護
者
▽
７
月

８
・
15
日
㈫
午
前
11
時
。
あ
ん

よ
組
（
８
か
月
〜
１
歳
３
か

月
）
の
子
と
保
護
者
。
公
益
社

団
法
人
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
・

田
中
都
子
氏
。
各
先
着
15
組
。

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
筒
（
飲
み

物
）
を
持
参
。
●申
７
月
３
日
㈭

か
ら

（
14
面
へ
続
く
）

広告掲載のお問い合わせは、（株）ライダース・パブリシティ（☎6343-0331）へ。
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東
部
公
民
館

☎
6
9
0
2
・
5
5
0
0

錦
公
民
館

☎
6
9
9
1
・
1
5
4
8

東
公
民
館

☎
６
９
０
１
・
７
１
５
５

北
部
公
民
館

☎
6
9
0
6
・
5
4
0
0

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
6
9
0
2
・
1
0
0
6

南
部
公
民
館

☎
6
9
9
7
・
4
1
2
0

八
雲
東
公
民
館

☎
6
9
0
6
・
6
3
0
0

西
部
公
民
館

☎
6
9
9
3
・
1
3
4
1

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
９
９
５
・
７
８
３
３

ム
ー
ブ
21

（
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
９
０
５
・
３
９
２
１

＜広告＞ ＜広告＞

立川正美

田川真帆源雅代崎谷千恵

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
９
９
２
・
１
２
７
６

博
氏
、
福
祉
委
員
・
富
範
子
氏

ほ
か
。
材
料
費
500
円
。
先
着
50

人
。
木
工
ボ
ン
ド
、
お
し
ぼ

り
、
は
さ
み
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

持
参
。
●申
７
月
１
日
㈫
か
ら
材

料
費
を
添
え
て

◆
親
子
の
あ
そ
び
座
＠
ヒ
ガ
シ

「
水
遊
び
・
魚
つ
か
み
」　

７

月
10
日
㈭
午
前
10
時
。
幼
児
と

保
護
者
。
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
東
地
区
社
会
福
祉
委
員

会
。
先
着
20
組
（
当
日
受
付
）

◆
東
公
民
館
活
動
推
進
委
員
会

企
画
講
座
「
夏
休
み
子
ど
も
将

棋
教
室
」　

７
月
26
日
、
８
月

２
・
９
日
（
土
曜
日
・
全
３

回
）
午
前
10
時
30
分
。
小
学

生
。
日
本
将
棋
連
盟
。
先
着
20

人
。
ハ
ン
カ
チ
、
水
筒
な
ど
を

持
参
。
●申
７
月
１
日
㈫
か
ら

◆
北
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
・
青
少
年
講
座
「
夏
休

み
子
ど
も
木
工
教
室
〜
取
っ
手

付
き
小
物
入
れ
の
製
作
〜
」　

８
月
１
㈮
・
２
日
㈯
午
後
１
時

（
全
２
回
）
。
小
学
生
。
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
工
班

会
員
。
材
料
費
800
円
。
先
着
20

人
。
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
あ

れ
ば
コ
ン
パ
ス
を
持
参
。
●申
７

月
15
日
㈫
か
ら

◆
あ
そ
び
の
広
場
〜
フ
リ
ー
〜

　

７
月
11
日
㈮
午
前
10
時
。
０

歳
〜
就
園
前
の
子
と
保
護
者
で

自
由
参
加

◆
西
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
盆
踊
り
教
室
」

▽
子
ど
も
向
け
踊
り
方
指
導　

７
月
18
日
㈮
午
後
３
時
30
分
▽

成
人
向
け
踊
り
方
・
ゆ
か
た
着

◆
東
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
夏
休
み
子
ど
も

木
工
教
室
〜
取
っ
手
付
き
小
物

入
れ
の
製
作
〜
」　

７
月
24

㈭
・
25
日
㈮
（
全
２
回
）
午
後

１
時
。
小
学
生
。
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
大
工
班
会
員
。

材
料
費
800
円
。
先
着
20
人
。
筆

記
用
具
、
は
さ
み
、
あ
れ
ば
コ

ン
パ
ス
を
持
参
。
●申
７
月
３
日

㈭
か
ら
材
料
費
を
添
え
て
（
電

話
申
込
不
可
）

◆
南
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
子
ど
も
工
作
教

室
〜
飛
び
出
す
カ
ー
ド
づ
く
り

〜
」　

７
月
29
日
㈫
午
後
１
時

30
分
。
小
学
生
。
同
館
活
動
推

進
委
員
・
橋
本
節
子
氏
。
材
料

費
150
円
（
低
学
年
）
、
200
円

（
高
学
年
）
。
先
着
20
人
。
は

さ
み
、
定
規
を
持
参
。
●申
７
月

２
日
㈬
か
ら
材
料
費
を
添
え
て

◆
八
雲
東
公
民
館
活
動
推
進
委

員
会
企
画
講
座
「
夏
休
み
工
作

教
室
〜
取
っ
手
付
き
小
物
入
れ

〜
」　

８
月
５
㈫
・
６
日
㈬
午

後
１
時
。
小
学
生
。
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
工
班
会

員
。
材
料
費
800
円
。
先
着
20

人
。
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
あ

れ
ば
コ
ン
パ
ス
を
持
参
。
●申
７

月
５
日
㈯
か
ら
材
料
費
を
添
え

て◆
夏
休
み
創
作
教
室
「
ク
リ
ッ

プ
で
作
る
い
す
・
牛
乳
パ
ッ
ク

で
作
る
小
物
入
れ
」　

７
月
26

㈯
・
27
日
㈰
午
後
１
時
。
砂
川

付
け
指
導　

７
月
23
日
㈬
午
後

７
時
。
西
部
民
踊
同
好
会
有

志
。
各
先
着
30
人
。
●申
受
付
中

◆
あ
そ
び
の
広
場
〜
フ
リ
ー
〜

　

７
月
15
日
㈫
午
前
10
時
。
０

歳
〜
就
学
前
の
子
と
保
護
者
で

自
由
参
加

◆
年
齢
別
子
育
て
講
座
「
０
歳

の
育
ち
と
あ
そ
び
」　

①
７
月

14
日
㈪
②
17
日
㈭
い
ず
れ
も
午

前
10
時
。
①
７
月
14
日
現
在
、

０
〜
６
か
月
の
子
と
保
護
者
で

先
着
30
組
②
17
日
現
在
、
７
〜

11
か
月
の
子
と
保
護
者
で
先
着

20
組
。
●申
７
月
４
日
㈮
か
ら

◆
０
歳
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば　

７

月
22
日
㈫
午
前
10
時
。
０
歳
の

子
と
保
護
者
で
自
由
参
加

◆
子
育
て
講
座
「
親
子
で
楽
し

く
触
れ
合
い
３
Ｂ
体
操
！
」　

７
月
16
日
㈬
午
前
10
時
。
土
居

ひ
ま
わ
り
保
育
園
。
１
〜
３
歳

児
の
子
と
保
護
者
。
公
益
社
団

法
人
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認

指
導
者
・
寺
村
惠
氏
。
先
着
10

組
。
●申
●問
７
月
２
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
に
、
土
居

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
☎
６
９
９

１
・
２
４
４
１
）

◆
子
育
て
講
座
「
ベ
ビ
ー
サ
ー

キ
ッ
ト
」　

７
月
８
日
㈫
午
前

10
時
30
分
。
八
雲
中
し
ろ
は
と

保
育
園
。
０
〜
１
歳
の
子
と
保

護
者
。
保
育
士
・
野
村
真
澄

氏
。
先
着
20
組
。
●申
●問
７
月
７

日
㈪
ま
で
に
、
八
雲
中
し
ろ
は

と
保
育
園
（
☎
６
９
０
９
・
０

０
６
１
）

◆
絵
本
の
時
間　

７
月
24
日
㈭

午
前
11
時
。
０
歳
〜
の
幼
児
と

保
護
者
。
絵
本
の
読
み
手
サ
ー

ク
ル
「
わ
く
わ
く
」

◆
大
型
人
形
劇
「
三
國
志
」

壮
大
な
三
國
志
の
物
語
を
、
数

十
体
の
等
身
大
の
大
型
人
形

が
、
か
つ
て
類
を
見
な
い
程
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
舞
台
を
展

開
し
ま
す
。
脚
本
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
三
木
。
第
一
幕
「
三
顧
の

礼
」
第
二
幕
「
赤
壁
の
戦

い
」
。
ロ
ビ
ー
で
人
形
の
展
示

あ
り
。　

９
月
27
日
㈯
午
後
２

時
開
演
。
前
売
２
千
800
円
、
当

日
３
千
300
円
、
友
の
会
は
各
300

円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
は
７
月
５
日

㈯
か
ら
発
売

◆
箏
曲
（
そ
う
き
ょ
く
）
教
室

〜
初
心
者
歓
迎
〜　

毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
。
大
阪
音
楽
大
学

名
誉
教
授
・
中
島
警
子
氏
。
月

額
７
千
円
。
親
子
コ
ー
ス
、

小
・
中
学
生
コ
ー
ス
も
あ
り

（
２
千
円
〜
）
。
別
途
入
会
金

が
必
要
（
友
の
会
入
会
で
免

除
）

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
〜
初
心

者
歓
迎
（
女
性
の
み
）
〜　

月

・
水
曜
ク
ラ
ス
各
曜
日
午
後
７

時
。
元
宝
塚
歌
劇
団
・
江
里
美

幸
氏
。
月
額
６
千
円
。
別
途
入

会
金
が
必
要
（
友
の
会
入
会
で

免
除
）
。
見
学
・
無
料
体
験
を

随
時
実
施
中

（
15
面
へ
続
く
）

 

◆
エ
ナ
ジ
ー
キ
ネ
マ
劇
場
「
そ

し
て
父
に
な
る
」　

第
66
回
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
審
査
員
受
賞

作
品
。
本
編
121
分
。
主
演
・
福

山
雅
治
、
尾
野
真
千
子
ほ
か
。

７
月
26
日
㈯
①
午
前
10
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
。
前
売
一
般

１
千
円
、
割
引
800
円
。
当
日
各

200
円
増
。
友
の
会
は
各
100
円
引

き
。
割
引
対
象
は
60
歳
以
上
、

学
生
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ

の
介
護
者
（
要
証
明
）
。
各
回

入
替
・
自
由
席
。
チ
ケ
ッ
ト
発

売
中
（
ム
ー
ブ
21
で
も
発
売

中
）

◆
エ
ナ
ジ
ー
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ

ン
サ
ー
ト　

ピ
ア
ノ
演
奏
が
大

好
き
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
出
演
す
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
。　

８
月

２
日
㈯
午
前
10
時
30
分
開
演
。

入
場
無
料※

定
員
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
出
演
申
込
は
終
了
し

ま
し
た
。

◆
少
し
大
人
の
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
こ

う
」　

８
月
３
日
㈰
午
前
10
時

30
分
開
演
。
参
加
費
２
千
円

（
10
分
以
上
15
分
以
内
で
１

曲
）
。
先
着
20
人
程
度
。
●申
同

館
（
電
話
申
込
不
可
）

◆
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ア
コ
ン
サ
ー

ト　

「
琵
琶
」
の
美
し
い
音
色

で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

８
月
10

日
㈰
午
後
２
時
開
演
。
錦
心
流

薩
摩
琵
琶
全
国
一
水
会
大
阪
支

部

 

◆
七
夕
ま
つ
り
〜
大
笹
飾
り
・

短
冊
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
〜　

７

月
１
㈫
〜
６
日
㈰
開
館
時
間
中

◆
お
た
の
し
み
会
〜
お
は
な
し

会
＆
子
ど
も
向
き
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

会
〜　

７
月
19
日
㈯
午
後
２

時
。
お
は
な
し
会
「
く
す
の

木
」

◆
夏
休
み
学
習
何
で
も
相
談
〜

小
・
中
学
生
対
象
の
学
習
相
談

〜　

７
月
19
日
㈯
〜
８
月
31
日

㈰
図
書
フ
ロ
ア
開
室
時
間
中

◆
も
り
ぐ
ち
市
民
大
学
講
座
２

０
１
４
「
訪
ね
て
み
よ
う
！
守

口
市
の
史
跡
・
名
所
・
文
化

財
」　

７
月
26
日
㈯
午
後
２

時
。
市
教
委
・
生
涯
学
習
課
職

員
。
先
着
50
人
。
参
加
費
500

円
。
●申
受
付
中

◆
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

タ　

①
７
月
23
㈬
〜
27
日
㈰
午

後
１
時
「
金
魚
す
く
い
」
１
回

100
円
（
ポ
イ
２
個
付
き
）
②
７

月
26
日
㈯
▽
午
前
10
時
「
か
え

っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
▽
午
後
６
時

「
納
涼
Ｄ
Ｖ
Ｄ
落
語
会
〜
桂
米

朝
・
桂
枝
雀
の
珠
玉
作
品
〜
計

２
話
〜
」
定
員
20
人
③
７
月
27

日
㈰
▽
午
前
10
時
「
夏
休
み
工

作
教
室
」
材
料
費
100
円
。
先
着

30
人
。
要
事
前
予
約
▽
午
後
２

時
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
源
雅
代
氏
（
ソ
プ
ラ

ノ
）
、
崎
谷
千
恵
氏
（
ピ
ア

ノ
）
▽
午
後
５
時
「
第
三
中
学

吹
奏
学
部
演
奏
会
」

◆
定
例
お
は
な
し
会
〜
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
〜　

７

月
５
日
㈯
午
後
２
時
。
守
口
絵

本
の
会

◆
土
曜
ス
テ
ー
ジ　

▽
７
月
５

日
㈯
「
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

先
田
博
文
氏
▽
12
日
㈯
「
ク
ロ

マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ

ー
ト
」
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
大

阪
ス
ー
パ
ー
64
▽
19
日
㈯
「
さ

わ
や
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
」
守
口
シ
テ
ィ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
▽
26
日
㈯
「
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
」
河
﨑
充
代
氏
。
い
ず
れ

も
午
後
５
時

◆
七
夕
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
コ
ン
サ

ー
ト　

七
夕
に
ち
な
ん
だ
演
奏

と
星
空
投
影
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。　

７
月
６
日
㈰
午
後
２

時
。
ｉ
ｋ
ｓ
ａ
（
イ
ク
サ
）
辺

見
康
孝
氏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）
、
松
村
多
嘉
代
氏
（
ハ
ー

プ
）
。
前
売
１
千
円
・
当
日
１

千
200
円
（
友
の
会
各
100
円
引

き
）
。
全
席
自
由
。
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中

◆
日
曜
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー

ト
〜
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
夏
コ

ン
サ
ー
ト
〜　

７
月
13
日
㈰
午

後
２
時
。
立
川
正
美
氏
（
サ
ッ

ク
ス
）
、
田
川
真
帆
氏
（
ピ
ア

ノ
）
。
前
売
・
当
日
と
も
500
円

（
友
の
会
400
円
）
。
全
席
自

由
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
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◇
◇
◇

集

募 市
民
体
育
館

☎
６
９
９
２
・
８
２
０
１

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
6
9
9
8
・
3
3
1
0

緊
急
時

手
話
通
訳
者

派
遣
事
業

花
図
か
ん

☎
６
９
９
４
・
０
０
８
７

＜広告＞ ＜広告＞

し

催

広告掲載のお問い合わせは、（株）ライダース・パブリシティ（☎6343-0331）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

◆
「
第
31
回
交
流
サ
ロ
ン
〜
浴

衣
着
付
体
験
〜
」　

着
付
体
験

の
ほ
か
、
７
月
23
〜
27
日
ま
で

守
口
市
を
訪
問
し
て
い
る
友
好

都
市
中
国
・
中
山
市
の
学
生
と

も
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
７

月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
。

浴
衣
一
式
、
草
履
を
持
参※

浴

衣
の
貸
出
あ
り
（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
要
事
前
申

込
）
。
●申
浴
衣
を
持
っ
て
い
な

い
人
の
み
７
月
19
日
㈯
ま
で
に

同
事
務
局

講
習
会
を
受
講
し
た
人
は
250

円
）
、
市
内
小
・
中
学
生
150

円
。
市
外
者
倍
額
。
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー

ル
な
ど
を
持
参
。
●申
各
開
放
日

当
日
利
用
券
を
購
入
し
窓
口

◆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
利
用

講
習
会
（
８
月
分
）
「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ル
ー
ム
の
利
用
方
法
お

よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
使

用
法
ほ
か
」　

▽
５
・
19
日
㈫

午
後
７
時
▽
９
・
23
日
㈯
午
前

10
時
45
分
。
中
学
校
卒
業
以
上

の
人
。
㈱
ミ
ズ
ノ
指
導
員
。
費

用
２
千
円
。
各
先
着
11
人
。
受

付
随
時

◆
ヘ
ル
シ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

（
８
月
分
）　

23
日
㈯
午
前
９

時
30
分
。
市
内
在
住
・
職
・
学

の
中
学
校
卒
業
以
上
の
人
。
㈱

ミ
ズ
ノ
指
導
員
。
費
用
１
千
200

円
。
先
着
10
人
。
受
付
随
時

Ｍ
・
Ｓ
テ
ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ
指
導

員
。
参
加
費
７
千
210
円
。
各
ク

ラ
ス
若
干
人
。
受
付
随
時

◆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル

（
運
動
能
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
）　

▽
小
学
１
年
生
ク
ラ
ス

＝
８
月
４
日
〜
９
月
22
日
毎
週

月
曜
日
午
後
４
時
35
分
▽
小
学

２
・
３
年
生
ク
ラ
ス
＝
８
月
５

日
〜
９
月
30
日
毎
週
火
曜
日
午

後
４
時
35
分
▽
小
学
４
〜
６
年

生
ク
ラ
ス
＝
８
月
７
日
〜
９
月

25
日
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
10

分
。
幼
児
体
育
初
級
公
認
指
導

員
。
参
加
費
７
千
210
円
。
各
ク

ラ
ス
10
人
。
受
付
随
時

◆
一
般
開
放
（
８
月
分
）　

▽

卓
球
＝
８
・
22
日
㈮
正
午
〜
午

後
２
時
30
分
（
利
用
時
間
に
は

準
備
・
清
掃
、
後
片
付
け
を
含

む
）
。
利
用
区
分
ご
と
に
市
内

一
般
300
円
（
ヘ
ル
シ
ー
ア
ッ
プ

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
。

Ｍ
・
Ｓ
テ
ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ
指
導

員
。
参
加
費
１
千
30
円
（
２
日

参
加
）
、
520
円
（
１
日
参

加
）
。
各
先
着
10
人
。
●申
７
月

１
日
㈫
か
ら
受
付
随
時

◆
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　

８
月
23
日
〜
９
月
27
日
毎
週

土
曜
日
▽
小
学
校
低
学
年
ク
ラ

ス
＝
午
前
９
時
20
分
▽
小
学
校

高
学
年
ク
ラ
ス
＝
午
前
10
時
40

分
。
㈱
ミ
ズ
ノ
指
導
員
。
参
加

費
６
千
180
円
。
各
ク
ラ
ス
若
干

人
。
受
付
随
時

◆
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室  

▽

月
曜
日
＝
８
月
４
日
〜
９
月
22

日
▽
火
曜
日
＝
８
月
５
日
〜
９

月
30
日
▽
木
曜
日
（
時
間
は
⑥

の
み
）
＝
８
月
７
日
〜
９
月
25

日※

は
じ
め
て
〜
中
級
ク
ラ
ス

あ
り
。
①
午
前
９
時
30
分
②
午

前
11
時
10
分
③
午
後
１
時
20
分

◆
緑
・
花
講
習
会
「
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」　

７
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30
分
。

磯
部
和
子
氏
。
材
料
費
１
千
500

円
。
先
着
15
人
。
●申
７
月
８
日

㈫
か
ら

◆
夏
休
み
子
ど
も
体
験
集
中

レ
ッ
ス
ン
テ
ニ
ス
＆
運
動
能
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

▽
テ
ニ

ス
体
験
集
中
レ
ッ
ス
ン　

小
学

１
・
２
年
生
＝
８
月
４
㈪
・
５

日
㈫
、
小
学
３
〜
６
年
生
＝
８

月
11
㈪
・
12
日
㈫
▽
運
動
能
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
集
中

レ
ッ
ス
ン
（
小
学
１
・
２
年

生
）
＝
８
月
18
㈪
・
19
日
㈫
。

④
午
後
３
時
⑤
午
後
５
時
40
分

⑥
午
後
７
時
20
分
。
中
学
生
以

上
の
人
。
Ｍ
・
Ｓ
テ
ニ
ス
カ

レ
ッ
ジ
指
導
員
。
参
加
費
１
万

１
千
340
円
、
年
会
費
５
千
660
円

（
１
年
間
有
効
）
。
各
若
干

人
。
受
付
随
時

◆
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ス  

▽
月
曜
日
コ
ー

ス
＝
８
月
４
日
〜
９
月
22
日
▽

火
曜
日
コ
ー
ス
＝
８
月
５
日
〜

９
月
30
日
。
い
ず
れ
も
午
後
４

時
35
分
。
小
学
生
。
Ｍ
・
Ｓ
テ

ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ
指
導
員
。
参
加

費
７
千
210
円
。
各
ク
ラ
ス
若
干

人
。
受
付
随
時

◆
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室
キ
ッ

ズ
コ
ー
ス　

８
月
７
日
〜
９
月

25
日
毎
週
木
曜
日
▽
４
歳
〜
小

学
１
年
生
未
満
ク
ラ
ス
＝
午
後

４
時
10
分
▽
小
学
１
・
２
年
生

ク
ラ
ス
＝
午
後
５
時
10
分
。

★
介
護
予
防
教
室
「
転
倒
予
防

教
室
〜
あ
っ
！
と
な
っ
た
時
の

そ
の
一
歩
〜
」　

と
き　

７
月

25
日
㈮
午
後
２
時　

と
こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル　

講
師　

整

形
外
科
医
・
森
裕
展
氏　

定
員

　

先
着
25
人　

●申
●問
守
口
第
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
９
９
２
・
１
１
８
０
）

★
第
19
回
「
献
血
お
も
し
ろ
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」　

夏
休
み
の
宿
題

「
自
由
研
究
」
に
ぴ
っ
た
り
の

血
液
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開

催
。　

と
き　

７
月
28
㈪
〜
31

日
㈭
、
８
月
１
日
㈮
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
２
〜
４
時　

と

こ
ろ　

府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
（
大
阪
市
城
東
区
森
之
宮
２

-

４-

43
）　

対
象　

小
学
３

〜
６
年
生
と
保
護
者　

定
員　

各
先
着
60
人
（
７
月
31
日
㈭
の

み
各
50
人
）　

●申
７
月
14
㈪
〜

17
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
電
話
で
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
推
進
課
（　

０
１
２
０
・

200
・
793
）　

●問
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
６
２
・
７
６
５
４
）

※

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

★
創
業
塾
２
０
１
４　

創
業
に

対
す
る
心
構
え
や
財
務
諸
表
の

作
成
方
法
、
人
材
育
成
に
関
す

る
知
識
な
ど
、
創
業
に
向
け
て

全
力
で
支
援
し
ま
す
。　

と
き

　

８
月
23
・
30
日
、
９
月
６
・

13
日
（
土
曜
日
・
全
４
回
）
午

後
１
時　

と
こ
ろ　

守
口
門
真

商
工
会
議
所　

対
象　

創
業
を

希
望
す
る
人
、
創
業
し
て
間
も

な
い
人　

講
師　

㈱
ク
リ
エ
ー

ト
バ
リ
ュ
ー
代
表
取
締
役
・
駒

井
俊
雄
氏　

受
講
料　

１
千
円

（
４
日
間
コ
ー
ス
）　

定
員　

先
着
60
人　

●申
●問
守
口
門
真
商

工
会
議
所
（
☎
６
９
０
９
・
３

３
０
３
）

（
16
面
へ
続
く
）

テ
ィ
ア
「
三
喜
会
」
・
藤
井
信

治
郎
氏　

●問
守
口
第
１
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
９
０

４
・
８
９
０
０
）

★
介
護
予
防
教
室
「
認
知
症
予

防
！
お
も
し
ろ
算
数
教
室
」　

と
き　

７
月
25
日
㈮
午
後
１
時

30
分　

と
こ
ろ　

北
部
公
民
館

　

講
師　

二
葉
登
代
子
氏　

●問

守
口
第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
６
９
０
８
・
２
８
０

８
）

★
家
族
介
護
教
室
「
脱
水
と
高

齢
者
の
栄
養
に
つ
い
て
」　

と

き　

７
月
18
日
㈮
午
後
２
時　

と
こ
ろ　

公
益
社
団
法
人
守
口

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

講
師　

各
務
康
二
氏　

定
員　

先
着
30
人　

●申
●問
守
口
第
４
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４

２
５
０
・
７
８
７
８
）

教
材
費　

１
万
円　

定
員　

20

人　

申
込
期
間　

７
月
７
日
㈪

〜
８
月
７
日
㈭
（
当
日
消
印
有

効
）　

●申
●問
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
受
講
動
機
、
保
育
（
２
歳

〜
就
学
前
）
の
有
無
を
往
復
は

が
き
に
記
入
し
、
谷
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
府
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

540-

０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区

谷
町
５-

４-

13
、
☎
６
７
６

２
・
９
４
９
８
）※

応
募
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん

★
認
知
症
見
守
り
教
室
「
認
知

症
の
方
を
地
域
で
支
え
る
た
め

に
〜
認
知
症
を
理
解
し
、
一
緒

に
し
ま
し
ょ
う
楽
し
い
脳
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
〜
」　

と
き
・
と

こ
ろ　

▽
７
月
17
日
㈭
午
後
１

時
30
分
・
東
部
公
民
館
▽
24
日

㈭
午
後
１
時
30
分
・
東
公
民
館

　

講
師　

守
口
認
知
症
ボ
ラ
ン

９
９
２
・
１
６
６
１
）

★
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
た
め

の
就
業
支
援
講
習
会
受
講
生　

▽
簿
記
３
級
・
弥
生
会
計
入
門

講
座　

と
き　

９
月
６
日
〜
11

月
29
日
（
11
月
15
日
を
除
く
毎

週
土
曜
日
・
全
12
回
）
午
前
10

時　

と
こ
ろ　

リ
ン
ク
ア
カ
デ

ミ
ー
大
栄
梅
田
会
場　

教
材
費

　

５
千
500
円　

定
員　

30
人　

申
込
期
間　

７
月
６
日
㈰
〜
８

月
６
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
パ
ソ
コ
ン
初
・
中
級
講
座　

と
き　

９
月
７
日
〜
11
月
９
日

（
毎
週
日
曜
日
・
全
10
回
）
午

前
10
時　

と
こ
ろ　

東
大
阪
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
イ

コ
ー
ラ
ム　

教
材
費　

７
千
円

　

定
員　

23
人　

申
込
期
間　

７
月
７
日
㈪
〜
８
月
７
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）
▽
介
護
職

員
初
任
者
研
修　

と
き　

９
月

７
日
〜
12
月
21
日
（
毎
週
日
曜

日
・
全
16
回
）
午
前
９
時　

と

こ
ろ　

東
大
阪
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
・
イ
コ
ー
ラ
ム　

諭
免
許
を
持
つ
人
、
ま
た
は
取

得
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生

期
間　

▽
前
期
＝
７
月
14
日
㈪

〜
８
月
５
日
㈫
▽
後
期
＝
８
月

６
㈬
〜
29
日
㈮
（
お
盆
期
間
８

月
13
㈬
〜
15
日
㈮
は
勤
務
な

し
）　

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

　

勤
務
場
所　

市
内
公
立
保
育

所　

勤
務
内
容　

保
育
補
助
業

務　

日
給　

９
千
346
円　

募
集

人
数　

前
期
、
後
期
と
も
25
人

　

●申
①
履
歴
書
②
保
育
士
証
の

写
し
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
写
し
（
大
学
在
学
中
の
人
は

学
生
証
の
コ
ピ
ー
）
を
保
育
・

幼
稚
園
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※

書
類
選
考
後
、
面
接
の
連
絡

を
し
ま
す
。
●問
保
育
・
幼
稚
園

課
保
育
係
（
〒
570-

８
６
６
６

京
阪
本
通
２-

２-

５
、
☎
６

★
も
り
ぐ
ち
児
童
ク
ラ
ブ
・
入

会
児
童
室
の
夏
期
繁
忙
ア
ル
バ

イ
ト
パ
ー
ト
ナ
ー　

対
象　

子

ど
も
の
育
成
に
理
解
の
あ
る
教

員
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
な

ど
の
資
格
を
持
つ
人
、
ま
た
は

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
大

学
生
・
専
門
学
生　

期
間　

７

月
１
日
㈫
〜
９
月
30
日
㈫　

勤

務
場
所　

各
市
立
小
学
校
内　

勤
務
内
容　

入
会
児
童
室
の
活

動
補
助　

勤
務
時
間　

入
会
児

童
室
の
開
設
時
間
内　

時
給　

１
千
円　

募
集
人
数　

21
人　

●申
●問
履
歴
書
を
持
参
し
、
市
教

委
・
放
課
後
こ
ど
も
課
（
☎
６

９
９
５
・
３
１
６
０
）

★
夏
期
臨
時
保
育
士　

資
格

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

　

６
月
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
ま

た
は
そ
の
家
族
が
救
急
車
を
呼

ぶ
時
に
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣

す
る
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
土
・
日
曜
、
祝
日
お
よ
び

夜
間
も
派
遣
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
先　

障
害
福
祉
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
６
３
５
、

　

６
９
９
１
・
２
４
９
４
）

No.1414広報15 平成２６年7月１日



他
の
そ

目
指
せ

目
指
せ

目
指
せ

目
指
せ

世
界
記
録

世
界
記
録

世
界
記
録

世
界
記
録

★
香
港
文
芸
坊
芸
術
団
お
よ
び

天
翔
楽
団
に
よ
る
交
流
演
奏
会

　

香
港
文
芸
坊
芸
術
団
の
演

奏
、
日
本
の
中
国
音
楽
愛
好
家

と
の
合
同
演
奏
に
よ
る
日
本
と

香
港
の
交
流
演
奏
会
。　

と
き

　

７
月
27
日
㈰
午
後
２
時　

と

こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル　

定

員　

先
着
400
人　

参
加
費　

前

売
１
千
500
円
、
当
日
２
千
円　

●申
●問
天
翔
楽
団
事
務
局
（
☎
６

２
７
１
・
８
４
７
０
）

★
森
の
観
察
会
〜
水
生
昆
虫
〜

と
き　

７
月
19
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

と
こ
ろ　

高
島

市
森
林
公
園
「
く
つ
き
の
森
」

　

講
師　

龍
谷
大
学
非
常
勤
講

師
・
上
西
実
氏　

参
加
費　

大

人
１
千
円
、
子
ど
も
（
小
・
中

学
生
）
500
円　

定
員　

先
着
30

人
程
度　

持
ち
物　

昼
食　

●申

●問
７
月
16
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
森
林
公

園
「
く
つ
き
の
森
」
（
☎
０
７

４
０
・
38
・
８
０
９
９
、　

０

７
４
０
・
38
・
８
０
１
２
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
スasosatoyama@

zb.ztv.ne.jp

）

★
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知

ら
せ　

厚
生
労
働
大
臣
認
定
の

民
間
訓
練
機
関
（
専
門
学
校
な

ど
）
で
の
３
〜
６
か
月
の
訓
練

で
、
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
習
得
で
き
る
「
求
職
者
支

援
訓
練
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

介
護
、
パ
ソ
コ
ン
、
経
理
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
多
数
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。　

受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負

担
）　

●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
門
真

職
業
相
談
部
門
（
☎
６
９
０

６
・
６
８
３
１
部
門
コ
ー
ド
41

＃
）

　

５
月
31
日
、「
盛
泉
寺
」

（
浜
町
）
の
境
内
に
て
、
箏
曲
家
・
中
島
警
子
さ
ん
（
大
阪
音
楽
大
学
名
誉

教
授
・
桐
絃
社
主
宰
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
須
山
知
行
氏
顕
彰
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

故
・
須
山
知
行
氏
は
、「
春
の
海
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
箏
曲
家
の
宮
城
道

雄
氏
に
師
事
し
、
後
に
桐
絃
社
を
結
成
、
守
口
市
を
拠
点
と
し
て
、
わ
が
国

伝
統
の
音
楽
で
あ
る
箏
曲
の
普
及
と
西
洋
音
楽
と
の
融
合
に
努
め
ら
れ
、「
平

成
８
年
勲
五
等
瑞
宝
章
」、「
大
阪
芸
術
賞
」、「
大
阪
府
民
劇
場
賞
」、「
守
口

市
特
別
功
労
賞
」、「
守
口
市
有
功
賞
」
な
ど
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
須
山
知
行
氏
の
業
績
を
称
え
た
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
端
勝
樹
市
長
、
首
藤
修
一
教
育
長
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ　

Ｂ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ　

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

（
ワ
ク
バ
ト
ン
ス
ク
ー
ル
）
所

属
の
和
田
佳
央
世
さ
ん
（
第
一

中
３
年
）
が
守
口
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
、
「
第
39
回
全
日
本

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

同
大
会
で
和
田
さ
ん
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、

コ
ン
パ
ル
ソ
リ
ー
女
子
ジ
ュ
ニ

ア
第
１
位
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ペ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
第
２
位
（
世
界

選
手
権
国
内
控
え
選
手
に
認

定
）
、
選
手
権
ペ
ア
中
学
校
部

門
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

「
各
地
域
か
ら
代
表
と
し
て

選
ば
れ
て
き
た
す
ご
い
選
手
た

ち
の
、
そ
の
中
の
一
人
と
し
て

出
場
で
き
、
楽
し
く
演
技
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
念
願

だ
っ
た
全
日
本
選
手
権
１
位
の

表
彰
台
に
立
て
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
次
の
目

標
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
事
に

挑
戦
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し

た
。

　

５
月
27
日
、
プ
ル
ト
ッ
プ
収

集
協
力
者
会
（
代
表
・
城
美
知

代
氏
）
の
み
な
さ
ん
よ
り
車
い

す
２
台
が
寄
贈
さ
れ
、
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
員
は
社
会
福
祉
活
動
の

一
環
で
ア
ル
ミ
缶
の
プ
ル
ト
ッ

プ
を
回
収
し
て
お
り
、
こ
の
た

び
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
得
て

２
年
に
わ
た
り
集
め
て
い
た
だ

い
た
プ
ル
ト
ッ
プ
約
1.5
ト
ン
を

車
い
す
２
台
に
引
き
替
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
会
が
、
こ

れ
ま
で
市
に
寄
贈
し
た
台
数
は

６
台
に
な
り
、
今
回
の
車
い
す

は
高
齢
介
護
・
障
害
福
祉
事
業

に
そ
れ
ぞ
れ
活
用
し
ま
す
。

　

西
端
勝
樹
市
長
は
「
み
な
さ

ん
の
善
意
で
寄
贈
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
総
務
課 

（
☎
６
９
９
２
・
１
５
７
０
）

　

５
月
30
日
、
三
郷
小
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
、
さ
ん
あ
い
広

場
「
さ
ん
ご
う
」
（
学
校
の
余

裕
教
室
を
利
用
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
自
主
的
に
運
営
）
の

安
井
政
雄
会
長
を
は
じ
め
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
約
10
年
前
か

ら
、
１
か
月
に
１
回
行
わ
れ
、

市
内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は

な
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

少
し
で
も
協
力
で
き
る
こ
と
が

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
福
岡
知

子
校
長
も
こ
の
活
動
に
は
大
い

に
賛
成
し
、
「
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
初
め
て
し

た
け
れ
ど
、
２
回
で
入
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
」
「
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
目
指
し

た
い
」
な
ど
、

元
気
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
、
京
阪
守
口
市
駅
前
道
路
休
憩
施
設
で
、

守
口
音
訳
サ
ー
ク
ル
く
す
の
木
（
お
話
し
会
）
主
催

で
、
腹
話
術
の
司
会
に
始
ま
り
、
紙
芝
居
、
が
ま
の

油
売
り
口
上
、
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
大
道
芸
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
見
物
し
、
熱
心

な
演
技
に
会
場
は
拍
手
喝
さ
い
が
続
き
ま
し
た
。

投
稿　

町
田
忠
次
（
八
雲
西
町
）

★
第
29
回
寺
方
提
灯
（
ち
ょ
う

ち
ん
）
踊
り
大
会　

と
き　

７

月
21
㈷
・
22
日
㈫
午
後
７
時　

と
こ
ろ　

京
阪
守
口
市
駅
前
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア　

内

容　

提
灯
踊
り
、
江
州
音
頭
、

河
内
音
頭
（
講
習
会
は
７
月
13

日
㈰
午
後
１
〜
３
時
に
三
郷
公

民
館
で
開
催
。
一
般
の
人
も
参

加
可
）　

●問
市
無
形
民
俗
文
化

財
寺
方
提
灯
踊
保
存
会
（
☎
６

９
９
６
・
４
８
４
９
）

★
大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学

部
「
第
２
回
地
域
協
働
セ
ン
タ

ー
活
動
報
告
会
」
（
参
加
無

料
）　

基
調
講
演
の
ほ
か
、
学

生
・
教
職
員
が
企
画
・
実
践
し

た
地
域
協
働
・
貢
献
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
行
い
ま
す
。　

と
き　

７
月

27
日
㈰
午
後
１
時　

と
こ
ろ　

大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学
部

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館　

定

員　

200
人
程
度
（
申
込
順
）※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
下

さ
い
。　

申
込
方
法　

申
込
様

式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.oiu.ac.jp/regional/

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス

　

●申
●問
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
０
２
・
０
７
９
１
、

　

６
９
０
２
・
８
８
９
４
）

★
大
阪
府
立
北
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
見
学
会　

と
き　

７
月
16
日
㈬
、
８
月
４
日
㈪
午

後
３
時
30
分　

と
こ
ろ　

大
阪

府
立
北
大
阪
高
等
職
業
技
術
専

門
校　

対
象　

平
成
26
年
10

月
、
平
成
27
年
４
月
に
入
校
を

検
討
し
て
い
る
人　

内
容　

実

習
訓
練
の
見
学
、
科
目
別
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
相
談
コ
ー
ナ
ー　

●申

●問
同
校
（
☎
072
・
808
・
２
１
５

１
）※

10
月
入
校
予
定
者
（
も

の
づ
く
り
加
工
技
術
科
）
の
願

書
受
付
は
、
７
月
９
日
㈬
〜
８

月
８
日
㈮

プ
ル
ト
�
プ
回
収
で

車
い
す
を

プ
ル
ト
�
プ
回
収
で

車
い
す
を

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

須山 知行（すやま ちぎょう）氏
顕彰碑の除幕式

須山 知行（すやま ちぎょう）氏
顕彰碑の除幕式

～バトントワーリング～～バトントワーリング～

驚
き
の
ク
ラ
ブ
活
動

驚
き
の
ク
ラ
ブ
活
動

華麗に
輝く
華麗に
輝く

　

６
月
13
日
、
西
尾
真
君
（
市
内
在
住
・
高

校
２
年
生
）
が
守
口
市
役
所
を
訪
れ
、
第
13

回
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ユ
ー
ス
世
界
選
手
権

（
男
子
50
ｍ
・
100
ｍ
ビ
ー
フ
ィ
ン
、
男
子
４

×

100
ｍ
サ
ー
フ
ィ
ス
＝
６
月
27
日
ギ
リ

シ
ャ
・
ク
レ
タ
島
・
ハ
ニ
ア
開
催
）
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

発
祥
の
フ
ィ
ン
（
足
ひ
れ
）
を
履
い
て
泳
ぐ

ス
ポ
ー
ツ
で
、
ビ
ー
フ
ィ
ン
は
ゴ
ム
製
の
２

枚
フ
ィ
ン
を
履
い
て
、
サ
ー
フ
ィ
ス
は
ス

ノ
ー
ケ
ル
を
使
用
し
、
１
枚
フ
ィ
ン
を
履
い

て
水
面
を
泳
ぐ
種
目
で
す
。

　

西
尾
君
は
幼
少
期
か
ら
水
泳
に
慣
れ
親
し

み
、
高
校
に
入
っ
て
母
親
の
薦
め
で
ビ
ー

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
、
放
課
後
に
毎

日
３
時
間
以
上
練
習
し
、
国
内
大
会
で
日
本

新
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
輝
か
し
い
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。

　

「
息
子
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ

ン
ス
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
母
・
眞
理
子
さ
ん
。
西
尾

君
は
「
さ
ら
な
る
記
録
を
目
指
し
て
、
み
ん

な
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
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